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第1章 業務概要 

1.業務名称 

新拠点ゾーンの整備に伴う自然環境調査業務委託 

 

2.業務委託機関 

松戸市 都市再生部 松戸駅周辺整備振興課 

〒271-8588 千葉県松戸市根本 387-5 

TEL：047-366-7086 FAX：047-704-4050 

 

3.業務受託機関 

中外テクノス株式会社 関東環境技術センター 

〒267-0056 千葉県千葉市緑区大野台 2-2-16 

TEL：043-295-1101 FAX：043-295-1110 

 

4.履行期間 

令和 6 年 5 月 22 日から令和 7 年 3 月 28 日まで（311 日間） 

 

5.調査範囲概要 

松戸駅東側の新拠点ゾーンの約 2.97ha とした。 

位置図を図 1-1 に示す。 
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                               図 1-1 調査範囲 

土地区画整理事業区域 
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第2章 業務内容 

1.目的 

本委託は、新拠点ゾーンにおける土地区画整理事業の実施にあたり、自然環境に関して必要な

事項を検討する基礎資料として、当該地区の自然環境の現況を把握することを目的とした。 

 

2.準拠する基準等 

本委託の実施にあたっては、委託契約書及び仕様書によるほか、関係法令に基づいて実施する

ものとした。 

 

3.調査項目および調査時期 

調査項目および調査時期は、表 2-1 に示すとおりとした。 

 

表 2-1 調査項目 

調査項目 調査内容 調査時期 

植物調査 植物相調査 現地調査による植物相

の把握 

春季調査：令和 6 年 5月 30 日 

夏季調査：令和 6 年 7月 29 日 

秋季調査：令和 6 年 10 月 30 日、31 日 

早春季調査：令和 7年 3月 13 日 

植生調査 現地調査による植生及

び大径木の位置把握 

秋季調査：令和 6 年 10 月 31 日、11 月 1 日 

動物調査 小動物調査 現地調査による哺乳類

相、爬虫類相、両生類

相の把握 

春季調査：令和 6 年 5月 29 日、30 日 

※センサーカメラは 5/28-30 

夏季調査：令和 6 年 7月 23 日、24 日 

※センサーカメラは 7/23-25 

秋季調査：令和 6 年 9月 30 日、10 月 1 日 

※センサーカメラは 9/30-10/2 

冬季調査：令和 7 年 1月 15 日、17 日 

※センサーカメラは 1/15-17 

鳥類調査 現地調査による鳥類相

の把握 

春季調査：令和 6 年 5月 29 日 

夏季調査：令和 6 年 7月 24 日 

秋季調査：令和 6 年 9月 30 日 

冬季調査：令和 7 年 1月 17 日 

昆虫類調査 現地調査による昆虫類

相の把握 

春季調査：令和 6 年 5月 29 日、30 日 

夏季調査：令和 6 年 7月 24 日、25 日 

秋季調査：令和 6 年 9月 30 日、10 月 1 日 

 

4.調査方法等 

調査は以下の手法により実施した。なお、現地調査で確認された重要な種（P9 参照）について

は、その位置と個体数、生育・生息環境等を記録した。また、可能な範囲で重要な種や代表的な

種の写真撮影を行った。 

各調査の調査地点等は、図 2-1 に示すとおりとした。 



 

- 4 - 

4.1 植物 

(1) 植物相調査 

調査範囲を任意に踏査し、目視観察により確認された種を記録し、植物相を把握した。 

なお、現地での同定が困難な種については、必要に応じて標本を採集し、持ち帰り同定し

た。なお、調査対象は、維管束植物（シダ植物、裸子植物、被子植物）とし、対象種は自生

種（在来種の他、外来種、逸出種を含む）と植栽種（園芸草本類は除く）とした。 

また、補足情報としてそれらの区分（植栽・外来・逸出等）をリストに記載した。 

 

(2) 植生調査 

植物社会学的方法(Braun-Blanquet 法：1964)に準じた植物群落調査を実施し、相観植生図

を作成した。また、大径木調査を実施し、生育状況を把握した。大径木は、「千葉県環境影

響評価技術細目」に従い、原則として胸高直径 50cm 以上の樹木について、樹種、樹高、胸

高直径、確認位置を記録した。 

 

 

 

写真2-1 植物調査風景 
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4.2 動物 

(1) 小動物調査 

ア．哺乳類 

(ｱ) 任意観察 

調査範囲内を任意に踏査し、目撃法、フィールドサイン法（足跡、食痕、糞、巣穴等）

により出現種の確認を行い、出現種の位置、確認時の状況、環境、個体数等を記録した。

なお、犬、猫等については人間由来（ペット）の種であることから本調査結果から除外

した。 

 

(ｲ) 自動撮影 

哺乳類を対象としてセンサーカメラによる自動撮影を行った。センサーカメラは図

2-1 に示す 4 ヶ所において 2 昼夜（3 日間）、4 季設置して確認された出現種を記録した。 

 

 

  

写真2-2 センサーカメラ（S-1) 写真2-3 センサーカメラ（S-2) 

  

写真2-4 センサーカメラ（S-3） 写真2-5 センサーカメラ（S-4） 

 

イ．爬虫類・両生類 

調査範囲内を任意に踏査し、目撃法により出現種の確認を行い、出現種の位置、確認時

の状況、環境、個体数等を記録した。 
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(2) 鳥類調査 

鳥類を対象に以下の調査を実施した。 

ア．ラインセンサス 

調査範囲を対象に環境を考慮した図 2-1 に示す調査ルート（1 ルート）を、時速 2km 程

度で歩行しながら、調査ルートから片側 25m（ルートを中心とする 50m）の範囲内に出現

した種、位置、個体数、行動、繁殖の可能性等を記録した。ラインセンサスは早朝に 1回

実施した。 

 

  

写真2-6 ラインセンサスルート 

  （松戸中央公園） 

写真2-7 ラインセンサスルート 

  （松戸中央公園） 

  

写真2-8 ラインセンサスルート 

（主2-68号 通称S字道路） 

写真2-9 ラインセンサスルート 

（相模台公園） 

 

イ．任意観察 

ラインセンサス後、調査範囲を任意に踏査し、出現種、個体数、行動、環境等を記録し

た。 
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(3) 昆虫類調査 

昆虫類を対象に以下の調査を実施した。 

ア．任意採集 

調査範囲を任意に踏査し、目視観察及び任意採集により確認された昆虫類を記録した。

なお、任意採集は環境に合わせて見つけ採り法、スウィーピング法、ビーティング法を用

いた。 

イ．ベイトトラップ調査 

任意採集では確認しにくい地上徘徊性の種を対象に、調査範囲内の樹林地や草地等にお

いて誘因餌を入れたプラスチックコップを埋設し、落下した昆虫類を採集した。 

設置個所は図 2-1 に示す 2 ヶ所とし、1 カ所あたりの設置個数は 10 個を、設置翌日に回

収した。 

なお、誘因餌には、腐肉と焼酎入り清涼飲料水を用いた。 

 

  

写真2-10 ベイトトラップ地点（B-1） 写真2-11 ベイトトラップ地点（B-2） 

  

写真2-12 ベイトトラップ（腐肉） 写真2-13 ベイトトラップ（清涼飲料水） 
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                             図 2-1 調査地点等 

 

土地区画整理事業区域 

S-1.2.3.4 

R-1 

B-1.2 
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5.重要な種の選定基準 

現地調査で確認された種について、表 2-2 に示す選定基準を基に重要な種を抽出した。各選定

基準の詳細は表 2-3 に示すとおりである。 

 

表 2-2 重要な種の選定基準 

番

号 
資料名 選定基準 

① 

 

法

令 

『文化財保護法』（1950 年 5 月 法律第 214 号） 特別天然記念物(特) 

天然記念物(天) 

② 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律』 

（1992 年 6 月 法律第 75 号） 

国際希少野生動植物種 

国内希少野生動植物種  

 特定第一種国内希少野生動植物種 

 特定第二種国内希少野生動植物種 

 緊急指定種 

③ 文

献 

『環境省レッドリスト 2020』（2020 年 環境省） 

【維管束植物】 

【哺乳類】【鳥類】【爬虫類】【両生類】【昆虫類】 

 

 

 

 

 

絶滅(EX) 

野生絶滅(EW) 

絶滅危惧ⅠＡ類(CR) 

絶滅危惧ⅠＢ類(EN) 

絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

準絶滅危惧(NT) 

情報不足(DD) 

絶滅のおそれのある 

地域個体群(LP) 

④ 『千葉県の保護上重要な野生生物』 

 千葉県レッドリスト 植物・菌類編（2023 年改訂版） 

        （2023 年 3 月 千葉県自然保護課） 

 千葉県レッドリスト 動物編（2019 年改訂版） 

        （2019 年 3 月 千葉県自然保護課） 

 

消息不明・絶滅生物(X) 

野生絶滅(EW) 

最重要保護生物(A) 

重要保護生物(B) 

要保護生物(C) 

一般保護生物(D) 

保護参考雑種(RH) 
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表 2-3(1) 選定基準の内容 

番

号 
選定基準 内容 

① 法

令 

『文化財保護法』（1950 年 5 月 法律第 214 号）  

特別天然記念物（特） ・天然記念物のうち、世界的にまた国家的に価値が特に高いもの。 

天然記念物（天） (1)日本特有の動物で著名なもの及びその棲息地。 

(2)特有の産ではないが、日本著名の動物としてその保存を必要とするも

の及びその棲息地。 

(3)自然環境における特有の動物又は動物群集。 

(4)日本に特有な蓄養動物。 

(5)家畜以外の動物で海外よりわが国に移植され現時野生の状態にある

著名なもの及びその棲息地。 

② 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律』（1992 年 6 月 法律第 75 号）  

国際希少野生動植物種 国際的に協力して種の保存を図ることとされている絶滅のおそれのある

野生動植物の種（国内希少野生動植物種を除く。）国際希少野生動植物種

に係る条約・協定について、次のいずれかの国際条約又は協定に基づき

定められた種を国際希少野生動植物種として指定。 

(ｱ)我が国が締結している渡り鳥及び絶滅のおそれのある鳥類並びにそ

の環境の保護に関する条約又は協定（二国間渡り鳥等保護条約）に基

づき、相手国から絶滅のおそれのある鳥類として通報のあった種 

(ｲ)絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引に関する条約（ワシン

トン条約）附属書Ｉに掲載された種 

国内希少野生動植物種 本邦における生息・成育状況が、人為の影響により存続に支障を来す事

情が生じている種で以下のいずれかに該当するもの（亜種又は変種があ

る種は、その亜種又は変種とする）。 

・個体数が著しく少ないか、又は著しく減少しつつある種。 

・全国の分布域の相当部分で生息地等が消滅しつつある種。 

・分布域が限定されており、かつ、生息地等の生息・成育環境の悪化 

又は生息地等における過度の捕獲若しくは採取により、その存続に支

障を来す事情がある種。 

 特定第一種国内希少野

生動植物種 

商業的に個体の繁殖をさせることができ、かつ、国際的に協力して種の

保存を図ることとされていない国内希少野生動植物種であって、政令で

定めるもの。 

特定第二種国内希少野

生動植物種 

国内希少野生動植物種のうち、主要な生息・生育地が消滅・悪化しつつ

ある一方で、個体数が著しく少ないものではなく、かつ繁殖による個体

数の増加が見込まれる種が指定されるもの。 

緊急指定種 緊急指定種は、新たに発見された種や絶滅したと思われていた種が再発

見された場合など、特にその保存を緊急に図ることが必要な場合に捕獲

などを禁止する緊急的な措置。 

③ 文

献 

『環境省レッドリストカテゴリーと判定基準(2020)』 

絶滅(EX) ・我が国ではすでに絶滅したと考えられる種。 

野生絶滅(EW) ・飼育・栽培下でのみ存続している種。 

絶滅危惧ⅠＡ類(CR) ・ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。 

絶滅危惧ⅠＢ類(EN) ・ⅠＡ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い

もの。 

絶滅危惧Ⅱ類(VU) ・絶滅の危険が増大している種。 

・現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶

滅危惧Ⅰ類」のランクに移行することが確実と考えられるもの。 

準絶滅危惧(NT) ・存続基盤が脆弱な種。 

・現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危

惧として上位ランクに移行する要素を有するもの。 

情報不足(DD) ・評価するだけの情報が不足している種。 

絶滅のおそれのある地域個

体群(LP) 

・地理的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの。 

 注）番号は表 2-2 に基づく。 
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表 2-3(2) 選定基準の内容 

番

号 
選定基準 内容 

④ 文

献 

『千葉県の保護上重要な野生生物』（2023 年 千葉県自然保護課）  

消息不明・絶滅生物（X） ・かつては生息・生育が確認されていたにもかかわらず、近年長期（およそ

50 年間）にわたって確実な生存情報がなく、千葉県から絶滅した可能性の

強い生物。 

野生絶滅（EW) ・かつては千葉県に生息・生育していた生物の種類が、野生・自生では見ら

れなくなったにもかかわらず、かつて千葉県に野生していた個体群の子孫

が、飼育・栽培などによって、維持されているもの。 

・特に埋土種子や埋土胞子などから再生した個体がありながら、本来の自生

地では環境の変化によって生息・生育が維持できない状態の生物。 

最重要保護生物（A) ・個体数が極めて少ない、生息・生育環境が極めて限られている、生息・生

育地のほとんどが環境改変の危機にある、などの状況にある生物。 

・放置すれば近々にも千葉県から絶滅、あるいはそれに近い状態になるおそ

れがあるもの。 

重要保護生物（B） ・個体数がかなり少ない、生息・生育環境がかなり限られている、生息・生

育地のほとんどで環境改変の可能性がある、などの状況にある生物。 

・放置すれば著しい個体数の減少は避けられず、近い将来カテゴリーAへの

移行が必至と考えられるもの。 

要保護生物（C） ・個体数が少ない、生息・生育環境が限られている、生息・生育地の多くで

環境改変の可能性がある、などの状況にある生物。 

・放置すれば著しい個体数の減少は避けられず、将来カテゴリーBに移行す

ることが予測されるもの。 

一般保護生物（D） ・個体数が少ない、生息・生育環境が限られている、生息・生育地の多くで

環境改変の可能性がある、などの状況にある生物。 

・放置すれば個体数の減少は避けられず、自然環境の構成要素としての役割

が著しく衰退する可能性があり、将来カテゴリーCに移行することが予測

されるもの。 

保護参考雑種（RH） ・自然界において形成されることが稀な雑種であって、個体数が著しく少な

く、分布地域および生育環境が著しく限定されているもの。 

注）番号は表 2-2 に基づく。 

 



 

- 12 - 

第3章 調査結果 

1.植物 

1.1 植物相 

(1) 確認種 

調査の結果、表 3-1 に示す 95 科 318 種の植物が確認された。 

確認種は調査範囲が主に公園であることから植栽種や帰化植物が多いが、県内の二次植生

に生育するような種も確認された。樹林性の植物では、タブノキ、シロダモ、ハリギリ、ム

ラサキシキブ、カマツカ、エノキ、ムクノキ、ヤマノイモ、シュンラン、ナガバジャノヒゲ、

ヤブラン、タチツボスミレ、トボシガラ、ササガヤ、ミツバアケビ、ヤブコウジ、メアオス

ゲ等が確認された。草地性の種としては、チガヤ、メドハギ、アオスゲ、カラスビシャク、

ネコハギ、ウマノスズクサ、ヒメスミレ、オカトラノオ、ニガナ、シロバナタンポポ等が確

認された。 
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表 3-1(1) 植物確認種一覧 

 

春季 夏季 秋季 早春季

1 ﾏﾂﾊﾞﾗﾝ ﾏﾂﾊﾞﾗﾝ ○

2 ｾﾞﾝﾏｲ ｾﾞﾝﾏｲ ○ ○

3 ｶﾆｸｻ ｶﾆｸｻ ○ ○ ○ ○

4 ｲﾉﾓﾄｿｳ ｲﾉﾓﾄｿｳ ○ ○ ○

5 ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ ｺﾊﾞﾉﾋﾉｷｼﾀﾞ ○

6 ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ○ ○ ○

7 ﾒｼﾀﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ○ ○ ○

8 ｵｼﾀﾞ ﾅｶﾞﾊﾞﾔﾌﾞｿﾃﾂ ○ ○ ○ ○

9 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ ○ ○

10 ｲﾁｮｳ ｲﾁｮｳ ○ 植栽

11 ﾏﾂ ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞ ○ 植栽

12 ｱｶﾏﾂ ○ 植栽

13 ﾀｷﾞｮｳｼｮｳ ○ 植栽

14 ｸﾛﾏﾂ ○ 植栽

15 ﾏｷ ｲﾇﾏｷ ○ 植栽

16 ﾋﾉｷ ﾋﾉｷ ○ 植栽

17 ｻﾜﾗ ○ 植栽

18 ﾋﾖｸﾋﾊﾞ ○ 植栽

19 ｽｷﾞ ○ 植栽

20 ｶｲﾂﾞｶｲﾌﾞｷ ○ 植栽

21 ﾒﾀｾｺｲｱ ○ 植栽

22 ｺﾉﾃｶﾞｼﾜ ○ 植栽

23 ﾋﾒｱｽﾅﾛ ○ 植栽

24 ｲﾁｲ ｶﾔ ○ 植栽

25 ﾏﾂﾌﾞｻ ｻﾈｶｽﾞﾗ ○ ○ ○

26 ｾﾝﾘｮｳ ｾﾝﾘｮｳ ○ 逸出

27 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ○ ○ ○

28 ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ○

29 ﾓｸﾚﾝ ﾕﾘﾉｷ ○ 植栽

30 ｺﾌﾞｼ ○ 植栽

31 ｸｽﾉｷ ｸｽﾉｷ ○ 植栽

32 ｹﾞｯｹｲｼﾞｭ ○ 植栽

33 ﾀﾌﾞﾉｷ ○ ○ ○

34 ｼﾛﾀﾞﾓ ○ ○

35 ｻﾄｲﾓ ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ ○ ○

36 ﾔﾏﾉｲﾓ ﾔﾏﾉｲﾓ ○ ○ ○

37 ﾅｶﾞｲﾓ ○ 帰化

38 ｵﾆﾄﾞｺﾛ ○ ○

39 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ ○ ○ ○

40 ﾗﾝ ｼｭﾝﾗﾝ ○

41 ﾈｼﾞﾊﾞﾅ ○

42 ｱﾔﾒ ﾋﾒﾋｵｳｷﾞｽﾞｲｾﾝ ○ 帰化

43 ｵｵﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ ○ 帰化

44 ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ ○ ○ 帰化

45 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ﾉﾋﾞﾙ ○ ○ ○

46 ﾊﾅﾆﾗ ○ 帰化

47 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ○ ○ 帰化

48 ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ ﾊﾗﾝ ○ 植栽

49 ﾔﾌﾞﾗﾝ ○ ○

50 ﾉｼﾗﾝ ○ ○

調査時期
備考№ 科名 種名
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表 3-1(2) 植物確認種一覧 

 

春季 夏季 秋季 早春季

51 ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ○ ○ 植栽

52 ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ○ ○ ○

53 ｵﾓﾄ ○ 逸出

54 ﾔｼ ｼｭﾛ ○ ○ ○ 帰化

55 ﾂﾕｸｻ ﾏﾙﾊﾞﾂﾕｸｻ ○ 帰化

56 ﾂﾕｸｻ ○ ○

57 ﾐﾄﾞﾘﾊｶﾀｶﾗｸｻ ○ 帰化

58 ﾉﾊｶﾀｶﾗｸｻ ○ ○ 帰化

59 ｲｸﾞｻ ｸｻｲ ○ ○ 帰化

60 ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ ○ ○

61 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ﾏｽｸｻ ○

62 ﾅｷﾘｽｹﾞ ○

63 ｱｵｽｹﾞ ○

64 ﾒｱｵｽｹﾞ ○

65 ｵｵｱｵｽｹﾞ ○

66 ｱｲﾉｺｼﾗｽｹﾞ ○

67 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ○

68 ﾊﾏｽｹﾞ ○ ○

69 ｲﾈ ﾇｶﾎﾞ ○
70 ｺﾇｶｸﾞｻ ○ ○ 帰化

71 ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ ○ 帰化

72 ﾋﾒｺﾊﾞﾝｿｳ ○ 帰化

73 ｲﾇﾑｷﾞ ○ 帰化

74 ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ ○ ○ ○

75 ｶﾓｶﾞﾔ ○ 帰化

76 ﾒﾋｼﾊﾞ ○ ○

77 ｺﾒﾋｼﾊﾞ ○ ○

78 ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ ○ ○

79 ｲﾇﾋﾞｴ ○

80 ｵﾋｼﾊﾞ ○

81 ﾀﾁｶﾓｼﾞ ○

82 ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ ○

83 ｶﾓｼﾞｸﾞｻ ○

84 ｶｾﾞｸｻ ○

85 ﾆﾜﾎｺﾘ ○

86 ﾄﾎﾞｼｶﾞﾗ ○

87 ﾁｶﾞﾔ ○

88 ｻｻｶﾞﾔ ○ ○ ○

89 ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ ○ 帰化

90 ﾈｽﾞﾐﾎｿﾑｷﾞ ○ 帰化

91 ｽｽｷ ○ ○

92 ﾁｬﾎﾞﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ○

93 ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ○

94 ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ○ ○ ○

95 ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ○ ○ 帰化

96 ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ○

97 ﾁｶﾗｼﾊﾞ ○

98 ﾖｼ ○ ○

99 ﾓｳｿｳﾁｸ ○ ○ 帰化

100 ﾏﾀﾞｹ ○ 帰化

備考№ 科名 種名
調査時期
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表 3-1(3) 植物確認種一覧 

 

春季 夏季 秋季 早春季

101 ｲﾈ ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ ○

102 ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ ○

103 ﾂﾙｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ○ ○ 帰化

104 ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ○ 帰化

105 ﾋｴｶﾞｴﾘ ○
106 ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ ○ ○

107 ｷﾝｴﾉｺﾛ ○

108 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ ○ ○

109 ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ ○ ○ 帰化

110 ﾈｽﾞﾐﾉｵ ○ ○

111 ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ ○ 帰化

112 ｼﾊﾞ ○ ○ 植栽

113 ｹｼ ﾅｶﾞﾐﾋﾅｹﾞｼ ○ 帰化

114 ｱｹﾋﾞ ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ ○

115 ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ ○ ○

116 ﾑﾍﾞ ○ 逸出

117 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ○ ○

118 ﾒｷﾞ ﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ ○ 植栽

119 ﾅﾝﾃﾝ ○ 帰化

120 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｾﾝﾆﾝｿｳ ○

121 ｽｽﾞｶｹﾉｷ ﾓﾐｼﾞﾊﾞｽｽﾞｶｹﾉｷ ○ 植栽

122 ﾏﾝｻｸ ﾄｻﾐｽﾞｷ ○ 植栽

123 ﾄｷﾜﾏﾝｻｸ ○ 植栽

124 ﾌﾞﾄﾞｳ ﾉﾌﾞﾄﾞｳ ○ ○

125 ﾔﾌﾞｶﾗｼ ○ ○ ○

126 ﾂﾀ ○ ○ ○

127 ｴﾋﾞﾂﾞﾙ ○

128 ﾌｳﾛｿｳ ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ ○ 帰化

129 ｱｶﾊﾞﾅ ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ○ ○ ○ 帰化

130 ﾕｳｹﾞｼｮｳ ○ ○ 帰化

131 ﾋﾙｻﾞｷﾂｷﾐｿｳ ○ 帰化

132 ﾌﾄﾓﾓ ﾏｷﾊﾞﾌﾞﾗｼﾉｷ ○ 植栽

133 ﾕｰｶﾘ ○ 植栽

134 ﾏﾒ ﾔﾌﾞﾏﾒ ○ ○

135 ﾊﾅｽﾞｵｳ ○ 植栽

136 ﾂﾙﾏﾒ ○

137 ﾔﾊｽﾞｿｳ ○ ○ ○

138 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ ○

139 ﾈｺﾊｷﾞ ○ ○

140 ｸｽﾞ ○ ○ ○

141 ﾀﾝｷﾘﾏﾒ ○

142 ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ ○ 帰化

143 ｸｽﾀﾞﾏﾂﾒｸｻ ○ 帰化

144 ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ ○ 帰化

145 ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ ○ ○ 帰化

146 ｼﾛﾂﾒｸｻ ○ ○ ○ 帰化

147 ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ ○ ○

148 ﾌｼﾞ ○ ○

149 ﾊﾞﾗ ｿﾒｲﾖｼﾉ ○ 植栽

150 ﾋﾞﾜ ○ 帰化

№ 科名 種名
調査時期

備考
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表 3-1(4) 植物確認種一覧 

 

春季 夏季 秋季 早春季

151 ﾊﾞﾗ ﾔﾏﾌﾞｷ ○ 植栽

152 ｶﾅﾒﾓﾁ ○

153 ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ ○ ○ ○ ○

154 ｶﾏﾂｶ ○ ○

155 ﾄｷﾜｻﾝｻﾞｼ ○ 植栽

156 ｶｻﾞﾝﾃﾞﾏﾘ ○ 植栽

157 ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ ○ 植栽、逸出

158 ﾉｲﾊﾞﾗ ○

159 ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ ○

160 ｶｼﾞｲﾁｺﾞ ○ ○ ○ 植栽

161 ﾕｷﾔﾅｷﾞ ○ 帰化

162 ﾆﾚ ｹﾔｷ ○ 植栽

163 ｱｻ ﾑｸﾉｷ ○ ○

164 ｴﾉｷ ○

165 ｸﾜ ﾋﾒｺｳｿﾞ ○ ○

166 ｸﾜｸｻ ○ ○

167 ﾔﾏｸﾞﾜ ○ ○

168 ｳﾘ ｶﾗｽｳﾘ ○

169 ﾌﾞﾅ ｽﾀﾞｼﾞｲ ○ 植栽

170 ﾏﾃﾊﾞｼｲ ○ 植栽

171 ｸﾇｷﾞ ○ ○ 植栽

172 ｼﾗｶｼ ○ 植栽

173 ｺﾅﾗ ○

174 ｶﾊﾞﾉｷ ｲﾇｼﾃﾞ ○

175 ﾆｼｷｷﾞ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○

176 ｵﾆﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ ○ ○

177 ﾆｼｷｷﾞ ○ 植栽

178 ﾏｻｷ ○ 逸出

179 ｶﾀﾊﾞﾐ ｶﾀﾊﾞﾐ ○ ○

180 ｱｶｶﾀﾊﾞﾐ ○

181 ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ ○ 帰化

182 ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ ○ ○ ○ 帰化

183 ｵｵｷﾊﾞﾅｶﾀﾊﾞﾐ ○ 帰化

184 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｴﾉｷｸﾞｻ ○ ○

185 ｺﾆｼｷｿｳ ○ ○ 帰化

186 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ○ ○

187 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ ○ 帰化

188 ｵﾄｷﾞﾘｿｳ ｺｹｵﾄｷﾞﾘ ○

189 ﾋﾞﾖｳﾔﾅｷﾞ ○ 植栽

190 ｽﾐﾚ ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ○ ○

191 ﾋﾒｽﾐﾚ ○

192 ﾉｼﾞｽﾐﾚ ○

193 ｱﾌﾞﾗﾅ ﾅｽﾞﾅ ○ ○

194 ﾐﾁﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ○ 帰化

195 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ○

196 ｲﾇｶﾞﾗｼ ○

197 ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ ○

198 ｳﾙｼ ﾇﾙﾃﾞ ○ ○ ○

199 ﾊｾﾞﾉｷ ○ ○ ○ 逸出

200 ﾑｸﾛｼﾞ ﾄｳｶｴﾃﾞ ○ 植栽

調査時期
備考№ 科名 種名
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表 3-1(5) 植物確認種一覧 

 

春季 夏季 秋季 早春季

201 ﾑｸﾛｼﾞ ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ○ ○ 植栽

202 ｳﾗｹﾞｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ ○ 植栽

203 ｾﾝﾀﾞﾝ ｾﾝﾀﾞﾝ ○

204 ﾐｶﾝ ﾕｽﾞ ○ 植栽

205 ｻﾝｼｮｳ ○

206 ｺﾐｶﾝｿｳ ﾋﾒﾐｶﾝｿｳ ○

207 ｱｵｲ ｱｵｷﾞﾘ ○ ○ ○ 植栽、逸出

208 ﾌﾖｳ ○ 植栽

209 ﾀﾃﾞ ﾐｽﾞﾋｷ ○ ○ ○

210 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ ○ 帰化

211 ﾅﾃﾞｼｺ ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ ○ ○ 帰化

212 ﾂﾒｸｻ ○ ○ ○

213 ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ ○ ○

214 ﾋﾕ ﾋﾅﾀｲﾉｺﾂﾞﾁ ○

215 ｼﾛｻﾞ ○ 帰化

216 ｺﾞｳｼｭｳｱﾘﾀｿｳ ○ 帰化

217 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ○

218 ﾊｾﾞﾗﾝ ﾊｾﾞﾗﾝ ○ 逸出

219 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ○ 帰化

220 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ ○ 帰化

221 ﾐｽﾞｷ ﾐｽﾞｷ ○

222 ｱﾒﾘｶﾔﾏﾎﾞｳｼ ○ 植栽

223 ｱｼﾞｻｲ ｳﾂｷﾞ ○

224 ｱｼﾞｻｲ ○ 植栽

225 ﾇﾏﾐｽﾞｷ ﾊﾝｶﾁﾉｷ ○ 植栽

226 ﾓｯｺｸ ﾋｻｶｷ ○ 植栽

227 ﾓｯｺｸ ○ 植栽

228 ｶｷﾉｷ ｶｷﾉｷ ○ ○ 植栽

229 ｻｸﾗｿｳ ﾏﾝﾘｮｳ ○ ○ ○

230 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ ○ ○ ○

231 ｵｶﾄﾗﾉｵ ○ ○ ○

232 ｺﾅｽﾋﾞ ○ ○ ○ ○

233 ﾂﾊﾞｷ ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ ○ 植栽

234 ﾁｬﾉｷ ○ 植栽

235 ﾂﾂｼﾞ ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ ○ 植栽

236 ｻﾂｷ ○ ○ 植栽

237 ｵｵﾑﾗｻｷ ○ 植栽

238 ｱｵｷ ｱｵｷ ○ 植栽

239 ｱｶﾈ ﾋﾒﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ ○ ○

240 ﾔｴﾑｸﾞﾗ ○ ○

241 ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ ○ ○

242 ｸﾁﾅｼ ○ 植栽

243 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ ○ ○ ○

244 ｷｮｳﾁｸﾄｳ ﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ ○ ○ 帰化

245 ﾑﾗｻｷ ｷｭｳﾘｸﾞｻ ○ ○ ○ ○

246 ﾋﾙｶﾞｵ ｺﾋﾙｶﾞｵ ○ ○

247 ｱｵｲｺﾞｹ ○

248 ﾅｽ ｸｺ ○ 帰化

249 ﾜﾙﾅｽﾋﾞ ○ ○ ○ 帰化

250 ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ ○ ○ ○

№ 科名 種名
調査時期

備考
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表 3-1(6) 植物確認種一覧 

 

春季 夏季 秋季 早春季

251 ﾓｸｾｲ ｼﾏﾄﾈﾘｺ ○ 逸出

252 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ ○ 植栽

253 ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ ○ ○ 植栽、逸出

254 ｺﾐﾉﾈｽﾞﾐﾓﾁ ○ ○ 植栽

255 ｷﾝﾓｸｾｲ ○ 植栽

256 ｷﾞﾝﾓｸｾｲ ○ 逸出

257 ｵｵﾊﾞｺ ｵｵﾊﾞｺ ○ ○ ○

258 ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ ○ ○ ○ ○ 帰化

259 ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ○ ○ 帰化

260 ﾌﾗｻﾊﾞｿｳ ○ 帰化

261 ﾑｼｸｻ ○

262 ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ○ ○ ○ 帰化

263 ｼｿ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ ○ ○

264 ｸｻｷﾞ ○ ○ ○

265 ﾄｳﾊﾞﾅ ○ ○

266 ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ ○ ○ 帰化

267 ｲﾇｺｳｼﾞｭ ○ ○

268 ｺﾊﾞﾉﾀﾂﾅﾐ ○

269 ｻｷﾞｺﾞｹ ﾄｷﾜﾊｾﾞ ○ ○

270 ﾊｴﾄﾞｸｿｳ ﾅｶﾞﾊﾞﾊｴﾄﾞｸｿｳ ○

271 ｷﾘ ｷﾘ ○ 植栽

272 ﾓﾁﾉｷ ｲﾇﾂｹﾞ ○ 植栽

273 ﾓﾁﾉｷ ○ 植栽

274 ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ ○ 植栽

275 ｷｸ ｵｵﾌﾞﾀｸｻ ○ 帰化

276 ﾖﾓｷﾞ ○ ○ ○

277 ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ○ 帰化

278 ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ○ ○ ○ 帰化

279 ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ ○ ○ ○ 帰化

280 ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ ○ ○ ○ ○ 帰化

281 ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ ○ ○ 帰化

282 ﾊﾙｼﾞｵﾝ ○ ○ ○ 帰化

283 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ○ 帰化

284 ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ ○ 帰化

285 ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ ○ ○ ○ ○ 帰化

286 ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ ○ 帰化

287 ﾁﾁｺｸﾞｻ ○ ○

288 ﾌﾞﾀﾅ ○ ○ ○ 帰化

289 ﾆｶﾞﾅ ○ ○

290 ｵｵｼﾞｼﾊﾞﾘ ○ ○ ○ ○

291 ｱｷﾉﾉｹﾞｼ ○

292 ﾌｷ ○ ○

293 ｺｳｿﾞﾘﾅ ○

294 ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ ○ 帰化

295 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ ○ ○ ○ 帰化

296 ｵﾆﾉｹﾞｼ ○ ○ 帰化

297 ﾉｹﾞｼ ○ ○ ○

298 ｼﾛﾊﾞﾅﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ○

299 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ○ ○ 帰化

300 ｱｶｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ○ ○

№ 科名 種名
調査時期

備考
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表 3-1(7) 植物確認種一覧 

 

(2) 重要な種 

調査で確認された種について、表 2-2 に示す選定基準を基に抽出した結果、表 3-2 に示す

6 科 6 種の重要な種が確認された。 

重要な植物の概況を表 3-3 に、確認位置を図 3-1 に示す。 

なお、選定された重要な種のうち、アオイゴケについては、図表には示しているが、確認

場所や生育状況から植栽由来の逸出であると判断したことから、重要な種としては取り扱わ

ないこととした。 

 

表 3-2 重要な植物一覧 

 
春季 夏季 秋季 ① ② ③ ④

1 ﾏﾂﾊﾞﾗﾝ ﾏﾂﾊﾞﾗﾝ 〇 A

2 ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ ｺﾊﾞﾉﾋﾉｷｼﾀﾞ 〇 D

3 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｵｵｱｵｽｹﾞ 〇 D

4 ｲﾈ ﾁｬﾎﾞﾁｼﾞﾐｻﾞｻ 〇 D

5 ﾆｼｷｷﾞ ｵﾆﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ 〇 〇 B

6 ﾋﾙｶﾞｵ ｱｵｲｺﾞｹ※ 〇 B

6種 4種 1種 2種 0種 0種 0種 6種
注　1）選定基準は以下のとおり。
　　　①「文化財保護法」（1950年　法律第214号）
　　　②「絶滅の恐れのある野生動植物種の保存に関する法律」（1992年　法律第75号）
　　　③「日本の絶滅の恐れのある野生生物の種のリスト2020」（2020年　環境省）
　　　④「千葉県レッドリスト　植物・菌類編（2023年改訂版）」（2023年　千葉県）
　　　　　A：最重要保護生物　　B：重要保護生物　　D：一般保護生物
　　2）ｱｵｲｺﾞｹについては、逸出として取り扱うためリストには表示しているが重要な種には含めない。

選定基準

6科

№ 科名 種名
調査時期

春季 夏季 秋季 早春季

301 ｷｸ ｱｵｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ○

302 ｲﾜﾆｶﾞﾅ ○

303 ｶﾞﾏｽﾞﾐ ﾆﾜﾄｺ ○ ○ ○

304 ｻﾝｺﾞｼﾞｭ ○ 植栽

305 ｽｲｶｽﾞﾗ ﾊﾅｿﾞﾉﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ ○ 植栽

306 ｽｲｶｽﾞﾗ ○ ○

307 ｳｺｷﾞ ﾀﾗﾉｷ ○

308 ｶｸﾚﾐﾉ ○ 植栽

309 ﾔﾂﾃﾞ ○

310 ｷﾂﾞﾀ ○

311 ﾉﾁﾄﾞﾒ ○ ○ ○

312 ｵｵﾁﾄﾞﾒ ○ ○

313 ﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ ○

314 ﾊﾘｷﾞﾘ ○ ○ ○

315 ﾄﾍﾞﾗ ﾄﾍﾞﾗ ○ 植栽

316 ｾﾘ ｱｼﾀﾊﾞ ○ 植栽

317 ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ ○

318 ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ ○

合計 95科 318種 242種 117種 105種 54種 156種
注　1）種名及び配列は、「米倉浩司・梶田忠（2003-）｣｢BG Plants 和名－学名インデックス」（YList）に準拠した。
　　2）備考の項に表記した文字の意味は下記のとおりである。
　　 　帰化：自然植生でなく、人間の媒介により本来の自生地から他の地域に移動し、新しい土地で繁殖した植物。
　   　植栽：観賞用などで明らかに植栽、栽培されている植物。
　 　　逸出：植栽、栽培されたものが、他の場所に逸出し、繁殖した植物。

№ 科名 種名
調査時期

備考

ﾁｬﾎﾞﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 
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表 3-3(1) 重要な植物の確認状況等 

種 名 内 容 写 真 

マ
ツ
バ
ラ
ン 

一般生態 本州（宮城県、石川県以西の暖地）

～琉球に分布する多年生シダ植物。暖

地では樹幹に着生し、北の分布限界近

くでは岩隙に生育する。高さは 10～40

㎝、緑色で無毛、枝は稜があって、断

面は三角形となる。 

 

確認状況 植栽されたケヤキ高木の高さ 1.5m

の又部に着生する 1個体を確認した。 

選定基準 ④ A：最重要保護生物 

コ
バ
ノ
ヒ
ノ
キ
シ
ダ 

一般生態 本州（東北南部以南）、四国、九州

に分布する常緑性のシダ。 

山地の岩場や路傍の石垣の間に生

育する。葉柄は 2～7cm、披針形の黒褐

色で格子状の鱗片をつける。葉身は 5

～10cm、長楕円形で 2～3 回羽状に分

かれる。 

 

確認状況 松戸中央公園の高さ 1m 程度の石垣

の隙間に生育する50個体を確認した。 

選定基準 ④ D：一般保護生物 

オ
オ
ア
オ
ス
ゲ 

一般生態 本州、四国、九州に分布する多年生

草本。 

森林性または草地性である。葉は単

葉で互生である。種子散布は風媒で重

力散布。苞鞘は 2～3cm と長く、基部

は糸状に分解する。 

 

確認状況 松戸中央公園のテニスコート付近

イヌシデ、クスノキ等植栽地に生育す

る 400 個体を確認した。 

選定基準 ④ D：一般保護生物 

チ
ャ
ボ
チ
ヂ
ミ
ザ
サ 

一般生態 本州（関東以西、栃木県、千葉県、

神奈川県）、四国、九州、琉球に分布

する。 

多年草でやや湿った場所に生育す

る。花序には毛が少ないが、葉面には

微毛のほか長毛が散生している。花期

は 8月から 10 月。 

 

確認状況 松戸中央公園のサワラ植栽林、ヒマ

ラヤスギ植栽林、イロハモミジ、エノ

キ植栽林の 3か所で生育する 160個体

を確認した。 

選定基準 ④ D：一般保護生物 

注 1)  選定基準の丸数字は、表 2-2 に示す資料番号に基づく 
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表 3-3(2) 重要な植物の確認状況等 

種 名 内 容 写 真 

オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ 

一般生態 北海道、本州（東北地方から近畿地

方）に分布する。 

雌雄異株の落葉性木本。葉は大き

く、葉脈は裏面に隆起する。裏面の脈

上に畝状の隆起があり、この翼の一部

に波形刺状のささくれが出る。 

 

確認状況 相模台公園南側のクロマツ植栽地

に生育する個体を確認した。確認個体

は春季 5個体、秋季に 5個体であるが、

春季 5個体のうち 1個体は秋季には消

失した。 

選定基準 ④ B 重要保護生物 

ア
オ
イ
ゴ
ケ 

一般生態 本州西南部から沖縄に分布する。 

暖地の道端に生育する小型の多年

草で、茎は細くて長く、地上を這う。

葉身は腎心形で長さ 5～15mm。両面に

細い伏毛がある。4～8月、径 3mm の黄

色い花が咲く。花冠は 5つに深く裂け

る。 

半日陰の場所でも育つことから、近

年シバに代わるグランドカバーとし

て外国産の近似種が用いられること

がある。そのような栽培由来のものは

各地に見られ、自生との異同の判断に

問題を残している。 

 

確認状況 松戸中央公園のユーカリ、カキノキ

等植栽地、シバ地、マツ、ヒマラヤス

ギ植栽地の 3か所で各 500個体の群生

が確認された。 

確認地点や群生の状況から植栽由

来の逸出と判断した。 

選定基準 ④ B 重要保護生物 

注 1)  選定基準の丸数字は、表 2-2 に示す資料番号に基づく 
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                            図 3-1 重要な植物確認位置 

土地区画整理事業区域 
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1.2 植生 

(1) 植生 

植物群落及び土地利用区分を表 3-4 に、植生図を図 3-2 に示す。また、植生調査を行った

地点の状況写真を表 3-5 に示す。 

調査区域の植生の多くは植栽由来の樹林地や人為的な影響の強い草地である。 

樹林地の高木林ではクスノキ、ケヤキ、ソメイヨシノ、サワラ、ユーカリノキ、スダジイ、

クロマツ等が植栽されており、低木ではキンモクセイ、ツツジ類、トウネズミモチ、クチナ

シ等が植栽されている。 

斜面部には二次的に成立したと考えられるムクノキ－エノキ群落やアカメガシワ、ヤマグ

ワ等の陽地性樹木が生育する先駆性低木群落が分布している。また、植栽由来の可能性があ

るが、管理されておらず、二次林の様相を示すコナラ－クヌギ群落、イヌシデ群落、スダジ

イ群落等が分布している。 

草地では、松戸中央公園にはシバが優占する人工草地が分布し、相模台公園にはチガヤ群

落やメリケンカルカヤ群落、アキメヒシバ－オオバコ群落が分布している。 

 

表 3-4 植物群落及び土地利用区分一覧 

 

№ 区分 群落名

1 高木林 コナラ－クヌギ群落

2 イヌシデ群落

3 ムクノキ-エノキ群落

4 スダジイ群落

5 クロマツ植林

6 モウソウチク林

7 植栽樹林群

8 低木林 先駆低木群落

9 アズマネザサ群落

10 植栽樹林群

11 草地 チガヤ群落

12 メリケンカルカヤ群落

13 アキメヒシバ－オオバコ群落

14 シバ群落

15 その他土地利用 グラウンド、人工裸地

16 園路

17 構造物
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                               図 3-2 植生図 

土地区画整理事業区域 



 

- 25 - 

表 3-5(1) 植物群落の状況 

  
№1 コナラ－クヌギ群落 №2 イヌシデ群落 

№3 ムクノキ－エノキ群落 №4 スダジイ群落 

  

№5 クロマツ植林 №6 モウソウチク林 

  
№7 植栽樹林群（クスノキ、ケヤキ) №7 植栽樹林群（サワラ、スダジイ) 
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表 3-5(2) 植物群落の状況 

  

№7 植栽樹林群（イロハモミジ、カキノキ) №8 先駆低木林 

  
№9 アズマネザサ群落 №10 植栽樹林群（低木） 

  
№11 チガヤ群落 №12 メリケンカルカヤ群落 

  
№13 アキメヒシバ－オオバコ群落 №14 シバ群落 
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順位 種名 本数

1 クスノキ 20

2 ソメイヨシノ 18

3 ケヤキ 16

4 ユーカリノキ 15

5 クロマツ 12

6 ヒマラヤスギ 11

7 スダジイ 7

8 アカマツ 4

エノキ 4

ムクノキ 4

11 ユリノキ 3

12 イチョウ 2

クヌギ 2

シラカシ 2

メタセコイア 2

モミジバスズカケノキ 2

17 イヌシデ 1

コナラ 1

サワラ 1

トウカエデ 1

ハリギリ 1

129合計

(2) 大径木 

大径木調査の結果、胸高直径 50cm 以上の樹木は、表 3-6 に示す 129 本が確認された。 

確認された種のうち、クスノキが 20 本と最も多く、次いでソメイヨシノが 18 本、ケヤキ

が 16 本、ユーカリノキが 15 本、クロマツが 12 本、ヒマラヤスギが 11 本の順であった。 

確認された大径木の多くは松戸中央公園、相模台公園内の植栽樹あり、特に松戸中央公園

で多く確認された。公園以外の大径木は、斜面林で確認された 14 本であった。 

大径木の調査結果を表 3-7 に、確認位置を図 3-3 に、各大径木の写真を表 3-8 に示す。 

 

表 3-6 大径木本数 
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表 3-7(1) 大径木調査結果一覧 

 

 

№ 種名 DBH(cm） H（m） 備考

1 クスノキ 325 15 H1.5m付近で分岐

2 クスノキ 221 18

3 クスノキ 255 18

4 ケヤキ 193 19

5 ケヤキ 175 19

6 クスノキ 271 18

7 クスノキ 258 18

8 ケヤキ 180 18

9 クスノキ 224 15

10 クスノキ 307 17

11 ケヤキ 178 16

12 ケヤキ 216 19

13 ケヤキ 354 19

14 クロマツ 201 16

15 クスノキ 187 15

16 メタセコイア 175 18

17 メタセコイア 175 18

18 ムクノキ 154 14

19 クスノキ 215 15

20 クスノキ 247 17

21 ヒマラヤスギ 320 18

22 ヒマラヤスギ 380 21

23 ヒマラヤスギ 261 16

24 スダジイ 312 18

25 スダジイ 173 14

26 クヌギ 186 16

27 ケヤキ 258 15

28 ケヤキ 203 17

29 ケヤキ 202 19

30 ケヤキ 207 19

31 クスノキ 249 13

32 クスノキ 253 13

33 モミジバスズカケノキ 265 17 分岐下のH1.1mで計測

34 クスノキ 277 18

35 イヌシデ 190 14

36 クスノキ 206 20

37 クスノキ 252 20

38 クスノキ 245 20

39 ケヤキ 180 18

40 クスノキ 250 21

41 クスノキ 156 13

42 ケヤキ 394 22

43 ヒマラヤスギ 270 21

44 ヒマラヤスギ 260 23

45 ヒマラヤスギ 323 23

46 クスノキ 218 20

47 サワラ 168 20

48 ユーカリノキ 195 4

49 クスノキ 160 14

50 アカマツ 222 13
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表 3-7(2) 大径木調査結果一覧 

 

№ 種名 DBH(cm） H（m） 備考

51 クロマツ 179 15

52 クロマツ 177 20

53 アカマツ 164 13

54 ヒマラヤスギ 285 23

55 クロマツ 180 20

56 トウカエデ 335 15 H0.6mで測定

57 ケヤキ 231 15

58 ソメイヨシノ 186 4 主幹下部で伐採、幹腐朽

59 ヒマラヤスギ 305 24

60 ヒマラヤスギ 30 24

61 ヒマラヤスギ 197 22

62 ソメイヨシノ 159,116 8 2又、主幹上部で伐採

63 ソメイヨシノ 176 7 主幹上部で伐採

64 ヒマラヤスギ 254 22

65 ケヤキ 186 21 主幹に腐朽あり

66 ケヤキ 250 22

67 コナラ 244 16

68 アカマツ 162 12

69 クロマツ 174 14

70 イチョウ 221 14

71 イチョウ 237 15

72 エノキ 177 14

73 ユーカリノキ 205 17

74 ユーカリノキ 231 14

75 モミジバスズカケノキ 226 18

76 ユリノキ 168 15

77 ユリノキ 162 15

78 ユリノキ 167 15

79 ユーカリノキ 225 19

80 ユーカリノキ 165 19

81 ユーカリノキ 210 19

82 ユーカリノキ 150 18

83 ユーカリノキ 162 16

84 ユーカリノキ 190 20

85 ユーカリノキ 165 16

86 ユーカリノキ 211 20

87 ユーカリノキ 198 22

88 ユーカリノキ 164 14 下部で幹2本が合着

89 ユーカリノキ 173 20

90 ユーカリノキ 250 20

91 ムクノキ 185 18

92 エノキ 175 13

93 クロマツ 207 12

94 ソメイヨシノ 172 11

95 エノキ 160 14

96 ケヤキ 209 15

97 アカマツ 184 22

98 クロマツ 227 24

99 クロマツ 225 24 キヅタが多数、巻き付く

100 ムクノキ 210 20 キヅタが巻き付く
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表 3-7(3) 大径木調査結果一覧 

 

№ 種名 DBH(cm） H（m） 備考

101 ムクノキ 169 19

102 クロマツ 204 17

103 ソメイヨシノ 161 7 主幹上部で伐採

104 エノキ 161 11

105 ソメイヨシノ 235 8 主幹上部で伐採

106 ソメイヨシノ 293 11

107 シラカシ 174 15 下部で幹2本が合着

108 ソメイヨシノ 267 10

109 クヌギ 239 20

110 ソメイヨシノ 258 14

111 ソメイヨシノ 240 11

112 クロマツ 227 21

113 クロマツ 265 23

114 シラカシ 212 14

115 ソメイヨシノ 305 14

116 ソメイヨシノ 197 9

117 ソメイヨシノ 225 13

118 ソメイヨシノ 179 13

119 ソメイヨシノ 200 12

120 ソメイヨシノ 154 9

121 ソメイヨシノ 240 10 大枝伐採

122 ソメイヨシノ 204 8 主幹上部で伐採

123 スダジイ 292 10 下部で幹2本が合着、主幹中部で伐採

124 スダジイ 156 12 主幹中部で伐採

125 スダジイ 310 15

126 スダジイ 185 16

127 スダジイ 223 8 主幹下部で伐採

128 クロマツ 208 20 ツタが巻き付く

129 ハリギリ 198 22
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                             図 3-3 大径木確認位置 
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表 3-8(1) 大径木写真一覧 

   

№1 クスノキ №2 クスノキ №3 クスノキ 

   

№4 ケヤキ №5 ケヤキ №6 クスノキ 

   

№7 クスノキ №8 ケヤキ №9 クスノキ 

   

№10 クスノキ №11 ケヤキ №12  ケヤキ 

   

№13 ケヤキ №14 クロマツ №15 クスノキ 
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表 3-8(2) 大径木写真一覧 

   

№16 メタセコイア №17 メタセコイア №18 ムクノキ 

   

№19 クスノキ №20 クスノキ №21 ヒマラヤスギ 

   

№22 ヒマラヤスギ №23 ヒマラヤスギ №24 スダジイ 

   

№25 スダジイ №26 クヌギ №27 ケヤキ 

   

№28 ケヤキ №29 ケヤキ №30 ケヤキ 
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表 3-8(3) 大径木写真一覧 

   

№31 クスノキ №32 クスノキ №33 モミジバスズカケノキ 

   

№34 クスノキ №35 イヌシデ №36 クスノキ 

   

№37 クスノキ №38 クスノキ №39 ケヤキ 

   

№40 クスノキ №41 クスノキ №42 ケヤキ 

   

№43 ヒマラヤスギ №44 ヒマラヤスギ №45 ヒマラヤスギ 
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表 3-8(4) 大径木写真一覧 

   

№46 クスノキ №47 サワラ №48 ユーカリノキ 

   

№49 クスノキ №50 アカマツ №51 クロマツ 

   

№52 クロマツ №53 アカマツ №54 ヒマラヤスギ 

   

№55 クロマツ №56 トウカエデ №57 ケヤキ 

   

№58 ソメイヨシノ №59 ヒマラヤスギ №60 ヒマラヤスギ 
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表 3-8(5) 大径木写真一覧 

   

№61 ヒマラヤスギ №62 ソメイヨシノ №63 ソメイヨシノ 

   

№64 ヒマラヤスギ №65 ケヤキ №66 ケヤキ 

   

№67 コナラ №68 アカマツ №69 クロマツ 

   

№70 イチョウ №71 イチョウ №72 エノキ 

   

№73 ユーカリノキ №74 ユーカリノキ №75 モミジバスズカケノキ 
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表 3-8(6) 大径木写真一覧 

   

№76 ユリノキ №77 ユリノキ №78 ユリノキ 

   

№79 ユーカリノキ №80 ユーカリノキ №81 ユーカリノキ 

   

№82 ユーカリノキ №83 ユーカリノキ №84 ユーカリノキ 

   

№85 ユーカリノキ №86 ユーカリノキ №87 ユーカリノキ 

   

№88 ユーカリノキ №89 ユーカリノキ №90 ユーカリノキ 
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表 3-8(7) 大径木写真一覧 

   

№91 ムクノキ №92 エノキ №93 クロマツ 

   

№94 ソメイヨシノ №95 エノキ №96 ケヤキ 

   

№97 アカマツ №98 クロマツ №99 クロマツ 

   

№100 ムクノキ №101 ムクノキ №102 クロマツ 

   

№103 ソメイヨシノ №104 エノキ №105 ソメイヨシノ 
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表 3-8(8) 大径木写真一覧 

   

№106 ソメイヨシノ №107 シラカシ №108 ソメイヨシノ 

   

№109 クヌギ №110 ソメイヨシノ №111 ソメイヨシノ 

   

№112 クロマツ №113 クロマツ №114 シラカシ 

   

№115 ソメイヨシノ №116 ソメイヨシノ №117 ソメイヨシノ 

   

№118 ソメイヨシノ №119 ソメイヨシノ №120 ソメイヨシノ 
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表 3-8(9) 大径木写真一覧 

   

№121 ソメイヨシノ №122 ソメイヨシノ №123 スダジイ 

   

№124 スダジイ №125 スダジイ №126 スダジイ 

   

№127 スダジイ №128 クロマツ №129 ハリギリ 
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2.動物 

2.1 小動物 

(1) 哺乳類 

ア．確認種 

調査の結果、表 3-9 に示すとおり、1 目 3 科 3 種の哺乳類が確認された。確認された哺

乳類のほとんどは、自動撮影により確認された。確認された種のうち、アライグマ、ハク

ビシンは外来種である。 

調査範囲は、松戸中央公園、相模台公園及び旧法務省施設跡地によって占められ、比較

的開けた環境である。また、一般人の立ち入りが制限されている旧法務省施設以外は絶え

ず人が利用していることから、特に日中は哺乳類が利用できる環境ではないと考えられる。

哺乳類が利用しやすい樹林環境は、旧法務省施設跡地及び相模台公園周辺であるが、規模

は小さいこと、樹林内は低木や草本が少なく、潜むことができるアズマネザサ等の藪は一

部である。このため、行動範囲の広いアライグマやホンドタヌキ等の中型哺乳類のみが確

認され、モグラ類やネズミ類等は確認されなかったものと考えられる。 

また、地域の住民によるネコへの給餌が調査範囲の複数個所でみられることから多数の

ネコが生息しており、これらのネコによる小型哺乳類や爬虫類等の捕食やホンドタヌキ等

の中型哺乳類との餌や生息場所の競合が発生している可能性がある。 

 

表 3-9 哺乳類確認種一覧 

 

(ｱ) 任意調査 

哺乳類を対象とした任意調査の結果、表 3-10 に示すとおり、ホンドタヌキ 1 種が確

認された。 

ホンドタヌキは春季調査時にため糞が確認された。ホンドタヌキは家族単位で決まっ

た場所に糞を溜めるため糞をする習性があるが、確認されたため糞は古く、利用されな

くなってからしばらく経過したものであった。 

 

表 3-10 哺乳類任意調査結果 

 

春季 夏季 秋季 冬季

1 ﾈｺ ｱﾗｲｸﾞﾏ ｱﾗｲｸﾞﾏ ○ 外来種

2 ｲﾇ ﾎﾝﾄﾞﾀﾇｷ ○ ○ ○

3 ｼﾞｬｺｳﾈｺ ﾊｸﾋﾞｼﾝ ○ 外来種

合計 1目 3科 3種 2種 1種 1種 1種 -
注　1）種名及び配列は「日本産野生生物目録 脊椎動物編」（平成5年 環境庁）に準拠した。

　　2）外来種の選定は、「千葉県の外来生物リスト2020年改訂版」に掲載されている種とした

目名№ 備考
調査時期

種名科名

春季 夏季 秋季 冬季

1 ﾈｺ ｲﾇ ﾎﾝﾄﾞﾀﾇｷ ○

合計 1目 1科 1種 1種 0種 0種 0種

注　1）種名及び配列は「日本産野生生物目録 脊椎動物編」（平成5年 環境庁）に準拠し

調査時期
№ 目名 科名 種名
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(ｲ) 自動撮影 

自動撮影調査の結果、表 3-11 に示すとおり、1 目 3 科 3種の哺乳類が確認された。 

松戸中央公園に設置した S-1 では夏季にホンドタヌキが、旧法務省施設に設置した

S-2 では春季、冬季にホンドタヌキ、秋季にハクビシンが確認され、法務省施設付近の

樹林に設置したS-3では春季にアライグマが、春季、夏季にホンドタヌキが確認された。

相模台公園付近に設置した S-4 では、夏季、冬季にホンドタヌキが確認された。 

 

表 3-11 自動撮影による調査結果 

 

表 3-12 哺乳類確認状況 

  

ホンドタヌキため糞（5月29日） アライグマ（5月24日 S-3） 

  

ホンドタヌキ（1月25日 S-4） ハクビシン（9月30日 S-2） 

 

イ．重要な種 

調査で確認された種について、表 2-2 に示す選定基準を基に抽出した結果、重要な哺乳

類は確認されなかった。 

春
季

夏
季

秋
季

冬
季

春
季

夏
季

秋
季

冬
季

春
季

夏
季

秋
季

冬
季

春
季

夏
季

秋
季

冬
季

1 ﾈｺ ｱﾗｲｸﾞﾏ ｱﾗｲｸﾞﾏ ○

2 ｲﾇ ﾎﾝﾄﾞﾀﾇｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ｼﾞｬｺｳﾈｺ ﾊｸﾋﾞｼﾝ ○

0種 1種 0種 0種 1種 0種 1種 1種 2種 1種 0種 0種 0種 1種 0種 1種

注　1）種名及び配列は「日本産野生生物目録 脊椎動物編」（平成5年 環境庁）に準拠した。

合計

種名科名目名№

3種3科1目
1種 2種

S-3 S-4

2種 1種

S-1 S-2
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(2) 爬虫類・両生類 

ア．確認種 

調査の結果、表 3-13 に示すとおり、1 目 4 科 5 種の爬虫類が確認された。確認種は爬虫

類のみであり、両生類は確認されなかった。また、外来種は確認されなかった。 

両生類は、生息や繁殖に水域が必要であることから、水域がない調査範囲では生息でき

ないものと考えられる。 

確認された種のうち、ニホンヤモリ、アオダイショウは松戸中央公園に植栽された樹木

の洞で確認された。このうち、ニホンヤモリは卵が確認され、確認地点を繁殖地として利

用していた。ヒガシニホントカゲ、ニホンカナヘビは草地や林縁、ヒバカリは林縁で確認

された。ただし、これらの爬虫類の確認個体数は多くはなかった。 

 

表 3-13 爬虫類確認種一覧 

 

イ．重要な種 

調査で確認された種について、表 2-2 に示す選定基準を基に抽出した結果、今回確認さ

れた 1 目 4 科 5 種すべてが重要な爬虫類であった。 

重要な爬虫類の概況を表 3-15 に、確認位置を図 3-4 に示す。 

 

表 3-14 重要な爬虫類一覧 

 

春季 夏季 秋季

1 有鱗 ﾔﾓﾘ ﾆﾎﾝﾔﾓﾘ ○ ○

2 ﾄｶｹﾞ ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ ○ ○ ○

3 ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ ○ ○

4 ﾅﾐﾍﾋﾞ ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ ○

5 ﾋﾊﾞｶﾘ ○ ○

合計 1目 4科 5種 3種 4種 3種

注　1）種名及び配列は「日本産両生類・爬虫類標準和名」（2019年 日本爬虫両棲類学会）に準拠した。

調査時期
№ 目名 科名 種名

春季 夏季 秋季 ① ② ③ ④

1 有鱗 ﾔﾓﾘ ﾆﾎﾝﾔﾓﾘ ○ ○ C

2 ﾄｶｹﾞ ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ ○ ○ ○ B

3 ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ ○ ○ C

4 ﾅﾐﾍﾋﾞ ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ ○ C

5 ﾋﾊﾞｶﾘ ○ ○ C

合計 1目 4科 5種 3種 4種 3種 0種 0種 0種 5種
注　1）種名及び配列は「日本産両生類・爬虫類標準和名」（2019年 日本爬虫両棲類学会）に準拠した。
　　2）選定基準は以下のとおり。
　　　①「文化財保護法」（1950年　法律第214号）
　　　②「絶滅の恐れのある野生動植物種の保存に関する法律」（1992年　法律第75号）
　　　③「日本の絶滅の恐れのある野生生物の種のリスト2020」（2020年　環境省）
　　　④「千葉県レッドリスト　動物編（2019年版）」（2019年　千葉県）
　　　　　B：重要保護生物　C：要保護生物

重要な種選定基準
№ 目名 科名 種名

調査時期

○ 

4 

4 
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表 3-15 重要な爬虫類の確認状況 

種 名 内 容 写 真 

ニ
ホ
ン
ヤ
モ
リ 

一般生態 本州、四国、九州、対馬、屋久島に

分布し、民家をはじめとした建築物に

主に生息する。九州西部では海岸近く

の岩場にもみられる。 

昆虫類をはじめとする小型の無脊

椎動物を主に捕食する。産卵期は５月

上旬～７月下旬である。 

 

確認状況 夏季調査時に松戸中央公園の複数

の植栽樹の洞内に潜む個体を確認し

た。また、夏季調査に、洞内に卵が確

認され、洞内を繁殖場として利用して

いた。 

秋季調査時には、石垣で確認された

ほか、路上で車に轢かれたと考えられ

る死体が確認された。 

選定基準 ④ C：要保護生物 上段：個体 下段：卵 

ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ 

一般生態 北海道、国後島、および本州東部（伊

豆半島を除く）に広く分布する。 

平地から山地の草地や石垣、庭先に

生息し、石垣や崖の穴を巣穴とする。

昆虫類や節足動物を捕食し、初夏に巣

穴に5～16個卵を生み、雌が保護する。 

 

確認状況 松戸中央公園や相模台公園、旧法務

省施設付近の草地や林縁で複数個体

が確認された。夏季調査時に確認され

た個体の多くは幼体であり、付近で繁

殖しているものと考えられる。 

選定基準 ④ B：重要保護生物 

ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ 

一般生態 北海道、本州、四国、九州に分布す

る。 

平地から低山地の草原、やぶ、庭先

等に住み、木にも登る。昼行性で昆虫

やクモを捕食し、春から夏にかけて草

木の根元等に 2～6個の卵を生む。 

 

確認状況 松戸中央公園や相模台公園の草地

や林縁で複数個体が確認された。確認

数はヒガシニホントカゲと比較して

少なかった。 

選定基準 ④ C：要保護生物 

注 1)  選定基準の丸数字は、表 2-2 に示す資料番号に基づく 
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種 名 内 容 写 真 

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ 

一般生態 北海道、本州、四国、九州、薩南諸

島等に分布する日本固有種である。 

平地から低山地の林や畑に生息し、

人家に住み着くこともある。哺乳類、

鳥類、両生類等を捕食し、夏季に石の

下等に 3～17 個の卵を生む。 

 

確認状況 夏季調査時に松戸中央公園の植栽

樹の洞に潜む 1個体を確認した。 

選定基準 ④ C：要保護生物 

ヒ
バ
カ
リ 

一般生態 本州、四国、九州に分布する日本固

有種である。 

低山地から山地の林内に生息し、水

辺や多湿な場所を特に好む。よく水に

入ってカエル、オタマジャクシ、ミミ

ズ、小魚等を捕食し、夏季にコケや草

の間等に２～10 個の卵を生む。 

 

確認状況 春季調査及び秋季調査時に旧法務

省施設付近の林縁部で確認されたほ

か、秋季には路上で車に轢かれたと考

えられる死体が確認された。 

選定基準 ④ C：要保護生物 

注 1)  選定基準の丸数字は、表 2-2 に示す資料番号に基づく 
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                           図 3-4 重要な爬虫類確認位置 

土地区画整理事業区域 
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2.2 鳥類 

(1) 確認種 

調査の結果、表 3-16 に示す 6 目 17 科 26 種の鳥類が確認された。 

調査範囲内は、松戸中央公園、相模台公園等が存在し、周辺には西に江戸川河川敷、南に

千葉大学松戸キャンパスの緑地等が存在するものの、それ以外は住宅地、商業施設等の市街

地である。この環境を反映して、確認された鳥類のほとんどは、都市部で普通にみられる種

であった。特にキジバト、カワラバト（ドバト）、ハシブトガラス、シジュウカラ、ヒヨド

リ、メジロ、ハクセキレイはすべての調査時期で確認されており、これらの種が、調査範囲

を代表する種であると考えられる。 

その他としては、移動個体と考えられる水辺に生息するカワウやウミネコ、猛禽類である

チョウゲンボウ、近年都市部に進出している海岸性のイソヒヨドリ、渡りの途中に渡来する

旅鳥であるエゾヒタキ、キビタキ、越冬のために渡来する冬鳥であるシロハラ、アカハラ、

ツグミ等が確認された。 

 

表 3-16 鳥類確認種一覧 

 
春季 夏季 秋季 冬季

1 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ 留鳥 ○ ○ ○ ○

2 ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 留鳥 ○ ○ ○ ○

3 ｶﾂｵﾄﾞﾘ ｳ ｶﾜｳ 留鳥 ○

4 ﾁﾄﾞﾘ ｶﾓﾒ ｳﾐﾈｺ 留鳥 ○

5 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ 留鳥 ○ ○ ○

6 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ 留鳥 ○

7 ｽｽﾞﾒ ｶﾗｽ ｵﾅｶﾞ 留鳥 ○ ○

8 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 留鳥 ○

9 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 留鳥 ○ ○ ○ ○

10 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ 留鳥 ○ ○ ○ ○

11 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ 夏鳥 ○ ○

12 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ 留鳥 ○ ○ ○ ○

13 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ 留鳥 ○ ○

14 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ 留鳥 ○ ○ ○ ○

15 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ 留鳥 ○ ○ ○

16 ﾋﾀｷ ｼﾛﾊﾗ 冬鳥 ○

17 ｱｶﾊﾗ 冬鳥 ○

18 ﾂｸﾞﾐ 冬鳥 ○

19 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ 旅鳥 ○

20 ｴｿﾞﾋﾞﾀｷ 旅鳥 ○

21 ｷﾋﾞﾀｷ 旅鳥 ○

22 ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ 留鳥 ○ ○ ○

23 ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ 留鳥 ○ ○ ○ ○

24 ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ 留鳥 ○ ○

25 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ 留鳥 ○

26 ｱｵｼﾞ 冬鳥 ○

合計 6目 17科 26種 - 14種 15種 15種 13種
注　1)種名及び配列は「日本産鳥類目録 改訂第7版」（2012年 日本鳥学会）に準拠した。
　　2)渡り区分は「湾岸都市の生態系と自然保護」（1996年　千葉市）を参考とした。
　　　留鳥：一定の地域に年間を通じて生息する種
　　　夏鳥：繁殖のために渡来する種
　　　冬鳥：越冬のために渡来する種
　　　旅鳥：繁殖や越冬のために中継地として通過する種

調査時期
№ 目名 科名 種名

渡り
区分
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ア．ラインセンサス 

ラインセンサス調査の結果、表 3-17 に示す 4目 15 科 17 種が確認された。 

季節別にみると、春季調査で 12 種 35 個体、夏季調査で 8 種 27 個体、秋季調査で 7 種

32 個体、冬季調査で 10 種 74 個体であり、種数は春季、冬季、夏季、秋季の順に多く、個

体数は冬季、春季、秋季、夏季の順であった。 

確認種の割合は、春季調査では、ハシブトガラスが最も多く 17.1％（6 個体）であり、

次いでシジュウカラが 14.3％（5 個体）、ハクセキレイが 11.4％（4 個体）の順であった。

夏季調査ではムクドリが 37.0％（10 個体）と最も多く、次いでカワラバト（ドバト）が

22.2％（6個体）、ハシブトガラスとツバメが 11.1％（3個体）の順であった。秋季調査で

は、ハシブトガラスが 37.5％（12 個体）と最も多く、次いでカワラバト（ドバト）が 31.9％

（7 個体）シジュウカラが 18.8％（6 個体）の順であった。冬季調査ではカワラバト（ド

バト）が 44.6％（33 個体）と最も多く、次いでヒヨドリが 21.6％（16 個体）、ハシブト

ガラスが 16.2％（12 個体）の順であった。 

このように、季節的に変動はあるものの、カワラバト（ドバト）、ハシブトガラス、シ

ジュウカラ、ヒヨドリ、ムクドリ、ハクセキレイ等の都市部にも生息する留鳥の割合が高

くなっている。 

 

表 3-17 ラインセンサス調査結果 

 

個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合

1 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ 1 2.9% 2 7.4% 2 6.3% 5 6.8%

2 ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 6 22.2% 7 21.9% 33 44.6%

3 ｶﾂｵﾄﾞﾘ ｳ ｶﾜｳ 1 3.1%

4 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ 1 2.9% 1 1.4%

5 ｽｽﾞﾒ ｶﾗｽ ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 1 3.7%

6 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 6 17.1% 3 11.1% 12 37.5% 12 16.2%

7 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ 5 14.3% 6 18.8% 2 2.7%

8 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ 3 8.6% 3 11.1%

9 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ 3 8.6% 3 9.4% 16 21.6%

10 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ 3 8.6%

11 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ 2 5.7% 1 3.7% 1 3.1% 2 2.7%

12 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ 3 8.6% 10 37.0%

13 ﾋﾀｷ ｼﾛﾊﾗ 1 1.4%

14 ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ 3 8.6% 1 3.7%

15 ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ 4 11.4% 1 1.4%

16 ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ 1 2.9%

17 ﾎｵｼﾞﾛ ｱｵｼﾞ 1 1.4%

12種 8種 7種 10種

35個体 27個体 32個体 74個体

注　1)種名及び配列は「日本産鳥類目録 改訂第7版」（2012年 日本鳥学会）に準拠した。

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%合計 4目 15科 17種

調査時期

№ 目名 科名 種名 冬季秋季夏季春季
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イ．任意観察 

任意調査の結果、表 3-18 に示す 6目 17 科 25 種の鳥類が確認された。 

ラインセンサス調査で未確認であった種としては、ウミネコ、チョウゲンボウ、オナガ、

アカハラ、ツグミ、イソヒヨドリ、エゾビタキ、キビタキ、ホオジロの 9 種が追加で確認

された。一方、ラインセンサスで未確認であった種は、ハシボソガラスのみであった。 

 

表 3-18 任意観察結果 

 

 

春季 夏季 秋季 冬季

1 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ ○ ○ ○ ○

2 ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) ○ ○

3 ｶﾂｵﾄﾞﾘ ｳ ｶﾜｳ

4 ﾁﾄﾞﾘ ｶﾓﾒ ｳﾐﾈｺ ○

5 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ ○ ○

6 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ ○

7 ｽｽﾞﾒ ｶﾗｽ ｵﾅｶﾞ ○ ○

8 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ ○ ○ ○ ○

9 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ ○ ○ ○ ○

10 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ ○ ○

11 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ ○ ○ ○ ○

12 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ ○

13 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ ○ ○ ○

14 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ ○ ○ ○

15 ﾋﾀｷ ｼﾛﾊﾗ ○

16 ｱｶﾊﾗ ○

17 ﾂｸﾞﾐ ○

18 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ ○

19 ｴｿﾞﾋﾞﾀｷ ○

20 ｷﾋﾞﾀｷ ○

21 ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ ○ ○ ○

22 ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ ○ ○ ○

23 ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ ○ ○

24 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ ○

25 ｱｵｼﾞ ○

合計 6目 17科 25種 11種 12種 14種 12種

注　1)種名及び配列は「日本産鳥類目録 改訂第7版」（2012年 日本鳥学会）に準拠した。

調査時期
№ 目名 科名 種名
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(2) 重要な種 

調査で確認された種について、表 2-2 に示す選定基準を基に抽出した結果、表 3-19 に示

す 1 目 2 科 2 種の重要な鳥類が確認された。 

重要な鳥類の概況を表 3-20 に、確認位置を図 3-5 に示す。 

 

表 3-19 重要な鳥類一覧 

 

表 3-20 重要な鳥類の確認状況 

種 名 内 容 写 真 

キ
ビ
タ
キ 

一般生態 日本全国に夏鳥として分布し、低山

から山地にかけての樹林地に生息す

る。繁殖は標高の高い所や、緯度の高

い所であることから本報告書では旅

鳥として取り扱った。 

樹木の葉の裏面にいる虫や飛翔す

る昆虫を、飛びながら捕らえて採餌す

る。樹洞や樹木の裂け目等に枯葉や枯

れ草で深い椀形の巣をつくる。 

 

確認状況 秋季調査の任意観察時に松戸中央

公園の植栽樹で 1個体を確認した。 

選定基準 ④ A：最重要保護生物 

ホ
オ
ジ
ロ 

一般生態 屋久島以北の全土（笠原諸島や奄美

大島以南、沖縄県除く）に留鳥として

繁殖し、普通にみられる。 

低木や藪の散在する開けた環境に

生息する。疎林にも普通だが、広い草

原や樹林内部にはみられない。地上で

主に草本類の種子を採食する。林縁や

低木林で繁殖する。 

 

確認状況 夏季調査に松戸中央公園の植栽低

木付近で 1個体を確認した。 

選定基準 ④ C：要保護生物 

注 1)  選定基準の丸数字は、表 2-2 に示す資料番号に基づく 

 

春季 夏季 秋季 冬季 ① ② ③ ④

1 ｽｽﾞﾒ ﾋﾀｷ ｷﾋﾞﾀｷ ○ A

2 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ ○ C

合計 1目 2科 2種 0種 1種 1種 0種 0種 0種 0種 2種

注　1)種名及び配列は「日本産鳥類目録 改訂第7版」（2012年 日本鳥学会）に準拠した。

　　2)選定基準は以下のとおり。

　　　①「文化財保護法」（1950年　法律第214号）

　　　②「絶滅の恐れのある野生動植物種の保存に関する法律」（1992年　法律第75号）

　　　③「日本の絶滅の恐れのある野生生物の種のリスト2020」（2020年　環境省）

　　　④「千葉県レッドリスト　動物編（2019年版）」（2019年　千葉県）

　　　　　A：最重要保護生物　C：要保護生物

重要な種選定基準
№ 目名 科名 種名

調査時期
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                           図 3-5 重要な鳥類確認位置 

土地区画整理事業区域 
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科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数

1 トンボ目 1 1 3 10 3 7 4 12

2 ゴキブリ目 1 1 2 4 1 1 2 4

3 カマキリ目 1 1 1 3 1 3

4 バッタ目 2 3 7 11 8 17 8 22

5 ナナフシ目 1 1 1 1

6 ハサミムシ目 1 1 1 1 1 2

7 カメムシ目 11 22 18 49 17 37 22 78

8 アミメカゲロウ目 1 1 1 2 1 3

9 コウチュウ目 15 36 13 49 13 41 21 102

10 ハチ目 7 13 9 36 11 32 15 54

11 ハエ目 3 4 10 11 7 11 12 20

12 チョウ目 5 9 9 26 11 35 12 46

46 90 74 199 74 187 100 347
注　1)「～の一種」「～の数種」は同項目に同じ科、属がある場合は集計に含めない。

全体

合計

分類
春季 夏季 秋季

2.3 昆虫類 

(1) 確認種 

調査の結果、表 3-21 に示す 12 目 100 科 347 種の昆虫類が確認された。 

春季調査では 9 目 46 科 90 種、夏季調査では 11 目 74 科 199 種、秋季調査では 11 目 74 科

187 種が確認された。 

 

表 3-21 昆虫類集計表 

 

主要な目毎の確認概要を以下に、調査時期、調査方法別の確認種一覧表を表 3-24 に示す。 

 

●トンボ目 

4 科 12 種が確認された。確認された種は、ホソミイトトンボ、アジアイトトンボ、ギン

ヤンマ等の池沼やその周辺にみられる種、シオカラトンボ、ナツアカネ等の水辺周辺の樹

林や草地にみられる種であった。ただし、調査範囲内には水域がないことから、調査範囲

内を主な生息地としているのではなく、周辺地域からの飛来もしくは成熟するまでの一時

滞在の可能性が高い。 

●バッタ目 

8 科 22 種が確認された。確認された種は、ヤブキリ、クビキリギス等の背の高い草地を

好む種、エンマコオロギ、ハラオカメコオロギ、トノサマバッタ、クルマバッタモドキ等

の比較的乾燥した背の低い草地を好む種、アオマツムシ、カネタタキ等の樹林や林縁に生

息する種であった。 

●カメムシ目 

22 科 78 種が確認された。確認された種は、ツマグロスケバ、ミドリトビイロウンカ等

の草本につく種や、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ヒグラシ、クヌギカメムシ、エサキモン

キツノカメムシ、キマダラカメムシ等の樹林性の種、クモヘリカメムシ。ホシハラビロヘ

リカメムシ、マルカメムシ、チャバネアオカメムシ等の林縁や草地に生息する種であった。 

●コウチュウ目 

21 科 102 種が確認された。確認された種は、コクワガタ、カナブン、カブトムシ等の樹
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液に集まる種や、ヒロオビジョウカイモドキ、ナナホシテントウ、ナミテントウ、ウリハ

ムシ等の草地に生息する種、オオクチキムシ、ノコギリカミキリ等の朽木につく種、コフ

キコガネ、アオドウガネ、ヤマトタマムシ、クチブトコメツキ、ナガゴマフカミキリ等の

樹皮や葉につく種、ツヤマルエンマムシ、センチコガネ等の腐肉や獣糞等に集まる種等で

あった。 

●ハチ目 

15 科 54 種が確認された。確認された種は、キオビツチバチ、アカガネコハナバチ、ク

マバチ、ニホンミツバチ等の訪花性の種、スズバチ、セグロアシナガバチ、オオスズメバ

チ等の肉食性の種、クロナガアリ、クロオオアリ、クロヤマアリ、トビイロケアリ等の地

上徘徊性の種等であった。 

●ハエ目 

12 科 20 種が確認された。確認された種は、アオメアブ、シオヤアブ等の肉食性の種、

ホソヒラタアブ、ホシツヤヒラタアブ等の訪花性の種、ツマグロキンバエ、センチニクバ

エ等の腐肉や獣糞等に集まる種等であった。 

●チョウ目 

12 科 46 種が確認された。確認された種は、ホタルガ、マメノメイガ、オオミズアオ、

カノコガ、オオウンモンクチバ等の蛾類や、アオスジアゲハ、キタキチョウ、ムラサキシ

ジミ、コミズジ、イチモンジセセリ等のチョウ類等であった。また、外来種であるアカホ

シゴマダラが確認されている。 

●その他の目 

その他の目として、5 目 6 科 13 種が確認された。確認種は、朽木や落葉下でみられるク

ロゴキブリ、モリチャバネゴキブリ等のゴキブリ目（2 科 4 種）、昆虫食で林縁や草地でみ

られるハラビロカマキリ、コカマキリ等のカマキリ目（1 科 3 種）、樹上性で植物に擬態す

るエダナナフシ等のナナフシ目（1 科 1 種）、岩や倒木、朽木、落葉下でみられるハマベハ

サミムシ等のハサミムシ目（1 科 2 種）、林縁や草地でみられるクサカゲロウ等のアミメカ

ゲロウ目（1 科 3 種）であった。 
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ア．任意採集 

任意採集の結果、表 3-22 に示す 12 目 97 科 328 種の昆虫類が確認された。 

春季調査では 9 目 44 科 83 種、夏季調査では 10 目 71 科 187 種、秋季調査では 10 目 71 科

179 種が確認されており、夏季調査で最も多くの種が確認され、春季が最も少なくなってい

る。 

 

表 3-22 任意採集による確認種集計表 

 

イ．ベイトトラップ 

ベイトトラップの結果、表 3-23 に示す 6 目 14 科 33 種の昆虫類が確認された。 

春季調査では 2 目 6 科 10 種、夏季調査では 5 目 8 科 19 種、秋季調査では 3 目 6 科 15

種が確認され、任意採集と同様、夏季調査で最も多くの種が確認され、春季が最も少なく

なっている。 

分類群別では、ハチ目が1科 15種で最も多く、次いでコウチュウ目が 8科 13種であり、

その他の目は 1～2 種であった。ハチ目はアリ類で占められており、オオハリアリ、テラ

ニシシリアゲアリ、ヒメアリ、クロヤマアリ、サクラアリ等が確認されている。コウチュ

ウ目は、ツヤマルエンマムシ、アカバハネカクシ、センチコガネ等の主に腐肉や獣糞に集

まる種や、アカマダラケシキスイ等の腐った果実に集まる種の他、地上徘徊性の偶発的に

転落した種が確認されている。 

 

表 3-23 ベイトトラップによる確認種集計表 

 

 

 

 

科
数

種
数

科
数

種
数

科
数

種
数

科
数

種
数

科
数

種
数

科
数

種
数

科
数

種
数

科
数

種
数

科
数

種
数

科
数

種
数

1 バッタ目 1 1 1 1 1 1

2 ハサミムシ目 1 1 1 1 1 1

3 カメムシ目 1 1 2 2 2 2 2 2

4 コウチュウ目 1 1 4 4 5 5 3 4 3 4 3 6 3 3 2 2 4 4 8 13

5 ハチ目 1 5 1 3 1 5 1 7 1 5 1 9 1 5 1 7 1 10 1 15

6 ハエ目 1 1 1 1 1 1

2 6 5 7 6 10 5 12 8 13 8 19 5 9 3 9 6 15 14 33

注　1)「～の一種」「～の数種」は同項目に同じ科、属がある場合は集計しない。

合計

合計

春季 夏季 秋季

B-1 B-2 合計 B-1 B-2分類
全体

B-1 B-2 合計

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数

1 トンボ目 1 1 3 10 3 7 4 12

2 ゴキブリ目 1 1 2 4 1 1 2 4

3 カマキリ目 1 1 1 3 1 3

4 バッタ目 2 3 5 10 8 17 8 22

5 ナナフシ目 1 1 1 1

6 ハサミムシ目 1 1 1 1

7 カメムシ目 11 22 18 48 17 37 22 77

8 アミメカゲロウ目 1 1 1 2 1 3

9 コウチュウ目 13 31 13 43 10 37 18 89

10 ハチ目 7 11 9 33 11 28 15 48

11 ハエ目 3 4 10 11 7 11 12 21

12 チョウ目 5 9 9 26 11 35 12 47

44 83 71 187 71 179 97 328

注　1)「～の一種」「～の数種」は同項目に同じ科、属がある場合は集計しない。

合計

春季 夏季 秋季 全体
分類
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表 3-24 (1) 昆虫類確認種一覧 

 

B-1 B-2 B-1 B-2 B-1 B-2

1 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ﾎｿﾐｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○

2 ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○

3 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○

4 ﾔﾝﾏ ｷﾞﾝﾔﾝﾏ ○ ○

5 ﾄﾝﾎﾞ ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ ○

6 ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ ○ ○

7 ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ ○

8 ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ ○ ○

9 ﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ ○

10 ﾅﾂｱｶﾈ ○ ○

11 ｱｷｱｶﾈ ○ ○

12 ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ ○ ○

13 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ｺﾞｷﾌﾞﾘ ｸﾛｺﾞｷﾌﾞﾘ ○

14 ﾔﾏﾄｺﾞｷﾌﾞﾘ ○

15 ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ○ ○

16 ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ○ ○

17 ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ ○

18 ｺｶﾏｷﾘ ○

19 ｵｵｶﾏｷﾘ ○ ○

20 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾔﾌﾞｷﾘ ○

21 ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ ○

22 ﾎｼｻｻｷﾘ ○

23 ｺｵﾛｷﾞ ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ ○

24 ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ ○

25 ﾐﾂｶﾄﾞｺｵﾛｷﾞ ○

ｺｵﾛｷﾞ科の一種 ○ ○

26 ﾏﾂﾑｼ ｱｵﾏﾂﾑｼ ○

27 ｽｽﾞﾑｼ ○

28 ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ ○

29 ｼﾊﾞｽｽﾞ ○

30 ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ ○ ○

31 ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ ○ ○

32 ﾓﾘﾋｼﾊﾞｯﾀ ○

33 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ○ ○ ○

34 ﾊﾞｯﾀ ﾂﾁｲﾅｺﾞ ○ ○

35 ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ ○ ○

36 ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ ○

37 ﾋﾅﾊﾞｯﾀ ○ ○

38 ﾏﾀﾞﾗﾊﾞｯﾀ ○

39 ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ ○

40 ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ ○ ○

41 ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ ○

42 ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ ｴﾀﾞﾅﾅﾌｼ ○

43 ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾊﾏﾍﾞﾊｻﾐﾑｼ ○

44 ｺﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ ○

45 ｶﾒﾑｼ ﾃﾝｸﾞｽｹﾊﾞ ﾂﾏｸﾞﾛｽｹﾊﾞ ○

46 ｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ﾐﾄﾞﾘｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ○

47 ｵﾇｷｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ○

48 ﾄﾋﾞｲﾛｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ○

49 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ○ ○

夏季 秋季

任意
採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ

№ 目名 科名 種名

春季
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表 3-24(2) 昆虫類確認種一覧 

 

 

B-1 B-2 B-1 B-2 B-1 B-2

50 ｶﾒﾑｼ ﾊｺﾞﾛﾓ ｽｹﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ○

51 ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ ○

52 ｱﾐｶﾞｻﾊｺﾞﾛﾓ ○ ○

53 ｾﾐ ｸﾏｾﾞﾐ ○

54 ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ ○

55 ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ ○

56 ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ ○

57 ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ ○

58 ﾋｸﾞﾗｼ ○

59 ﾖｺﾊﾞｲ ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ ○

60 ｸﾛｽｼﾞﾎｿｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ ○

61 ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ亜科の一種 ○

62 ﾄﾊﾞﾖｺﾊﾞｲ ○

63 ｸﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ ○

64 ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ ○

65 ｼﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ ○

ﾖｺﾊﾞｲ科の一種 ●

66 ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ﾅｶｸﾞﾛｶｽﾐｶﾒ ○

67 ﾒﾝｶﾞﾀｶｽﾐｶﾒ ○

68 ﾊｷﾞﾒﾝｶﾞﾀｶｽﾐｶﾒ ○

69 ｺｱｵｶｽﾐｶﾒ ○

70 ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ ○ ○

71 ｳｽﾓﾝﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ ○

72 ﾍﾞﾆﾋｹﾞﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ ○

73 ｲﾈﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ ○

74 ﾋｮｳﾀﾝｶｽﾐｶﾒ ○

75 ﾋﾒｳｽｲﾛﾎｿｶｽﾐｶﾒ ○

76 ｸﾞﾝﾊﾞｲｶｽﾐｶﾒ ○

77 ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ﾊﾈﾅｶﾞﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ○

78 ｺﾊﾞﾈﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ○

79 ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼｸﾞﾝﾊﾞｲ ○ ○

80 ﾍｸｿｶｽﾞﾗｸﾞﾝﾊﾞｲ ○ ○

81 ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ ○ ○

82 ｼｷﾐｸﾞﾝﾊﾞｲ ○

83 ｱﾜﾀﾞﾁｿｳｸﾞﾝﾊﾞｲ ○

84 ﾌﾟﾗﾀﾅｽｸﾞﾝﾊﾞｲ ○

85 ｻｼｶﾞﾒ ｱｶｻｼｶﾞﾒ ○

86 ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ ○ ○

87 ｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○

88 ﾋﾒｵｵﾒｶﾒﾑｼ ○ ○

89 ﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○

90 ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○

91 ｻﾋﾞﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○

92 ﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○

93 ﾖﾂﾎﾞｼﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ ○

94 ｷﾍﾞﾘﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○

ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科の一種 ●

95 ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ ○

96 ﾎｼｶﾒﾑｼ ﾌﾀﾓﾝﾎｼｶﾒﾑｼ ○

97 ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ ○

夏季 秋季

任意
採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ

№ 目名 科名 種名

春季
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表 3-24(3) 昆虫類確認種一覧 

 

B-1 B-2 B-1 B-2 B-1 B-2

98 ｶﾒﾑｼ ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ○ ○

99 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ ○

100 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○

101 ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ ○

102 ﾊﾘｶﾒﾑｼ ○ ○

103 ﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○

104 ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○

105 ｵｵﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ ○

106 ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○

107 ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ○

108 ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○

109 ｸﾇｷﾞｶﾒﾑｼ ﾍﾗｸﾇｷﾞｶﾒﾑｼ ○

110 ｸﾇｷﾞｶﾒﾑｼ ○

111 ﾏﾙｶﾒﾑｼ ﾏﾙｶﾒﾑｼ ○ ○ ○

112 ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ ○ ○ ○ ○

113 ｶﾒﾑｼ ｱｶｽｼﾞｶﾒﾑｼ ○

114 ｳｽﾞﾗｶﾒﾑｼ ○

115 ｷﾏﾀﾞﾗｶﾒﾑｼ ○ ○ ○

116 ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ ○ ○

117 ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ ○ ○ ○

118 ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ ○

119 ﾅｶﾎﾞｼｶﾒﾑｼ ○

120 ｲﾁﾓﾝｼﾞｶﾒﾑｼ ○ ○

121 ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ ○ ○ ○

122 ﾂﾉｶﾒﾑｼ ｴｻｷﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ ○ ○

123 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ ○

124 ﾖﾂﾎﾞｼｸｻｶｹﾞﾛｳ ○

125 ｶｵﾏﾀﾞﾗｸｻｶｹﾞﾛｳ ○

126 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ ○

127 ｴﾝﾏﾑｼ ﾂﾔﾏﾙｴﾝﾏﾑｼ ○

128 ﾊﾈｶｸｼ ｱｵﾊﾞｱﾘｶﾞﾀﾊﾈｶｸｼ ○

129 ﾊﾈﾅｶﾞｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ ○

130 ｱｶﾊﾞﾊﾈｶｸｼ ○

131 ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ ｺｸﾜｶﾞﾀ ○

132 ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ ○

133 ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾌﾄｶﾄﾞｴﾝﾏｺｶﾞﾈ ○

134 ﾑﾗｻｷｴﾝﾏｺｶﾞﾈ ○ ○

135 ｺﾌｷｺｶﾞﾈ ○

136 ﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ ○

137 ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ ○ ○

138 ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ ○

139 ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ ○ ○

140 ﾏﾒｺｶﾞﾈ ○ ○

141 ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○

142 ｼﾗﾎｼﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○

143 ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○ ○

144 ｶﾅﾌﾞﾝ ○ ○

145 ｸﾛｶﾅﾌﾞﾝ ○

146 ｱｵｶﾅﾌﾞﾝ ○

147 ｶﾌﾞﾄﾑｼ ○

夏季 秋季

任意
採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ

№ 目名 科名 種名

春季
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表 3-24(4) 昆虫類確認種一覧 

  

B-1 B-2 B-1 B-2 B-1 B-2

148 ｺｳﾁｭｳ ﾀﾏﾑｼ ﾔﾏﾄﾀﾏﾑｼ ○

149 ｴｿﾞﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ ○

150 ｹﾔｷﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ ○

151 ﾑﾈｱｶﾁﾋﾞﾅｶﾎﾞｿﾀﾏﾑｼ ○

152 ｸｽﾞﾉﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ ○

153 ﾅﾐｶﾞﾀﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ ○

154 ﾔﾅｷﾞﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ ○ ○

155 ｱｶｶﾞﾈﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ ○

156 ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾋｹﾞｺﾒﾂｷ ○

157 ﾏﾀﾞﾗﾁﾋﾞｺﾒﾂｷ ○

158 ｻﾋﾞｷｺﾘ ○

159 ﾋﾒｻﾋﾞｷｺﾘ ○

160 ｸﾁﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ ○

161 ｱｶｱｼｵｵｸｼｺﾒﾂｷ ○

162 ｸｼｺﾒﾂｷ ○ ○

163 ｵｵﾊﾅｺﾒﾂｷ ○

164 ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｾﾎﾞｼｼﾞｮｳｶｲ ○

165 ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ ﾋﾒﾏﾙｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ ○

166 ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ﾋﾛｵﾋﾞｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ○

167 ｹｼｷｽｲ ﾅﾐﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ ○

168 ｱｶﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ ○ ○

169 ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ ○ ○ ○ ○

170 ﾖﾂﾎﾞｼｹｼｷｽｲ ○

ｹｼｷｽｲ科の一種 ●

171 ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ ○

172 ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾌﾀﾎｼﾃﾝﾄｳ ○

173 ｸﾛﾍﾘﾋﾒﾃﾝﾄｳ ○

174 ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳ ○

175 ﾍﾞﾀﾞﾘｱﾃﾝﾄｳ ○

176 ﾑｰｱｼﾛﾎｼﾃﾝﾄｳ ○

177 ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ ○ ○ ○

178 ﾅﾐﾃﾝﾄｳ ○ ○ ○

179 ｷｲﾛﾃﾝﾄｳ ○

180 ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ ○

181 ﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ ○ ○

182 ﾑﾈｱｶｵｵｸﾛﾃﾝﾄｳ ○

183 ﾊﾅﾉﾐ ﾊﾅﾉﾐ科の一種 ○

184 ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾆｾﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ○

185 ﾅｶﾞﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ○

186 ｸﾁｷﾑｼ ｵｵｸﾁｷﾑｼ ○

187 ｸﾘｲﾛｸﾁｷﾑｼ ○

188 ﾌﾅｶﾞﾀｸﾁｷﾑｼ ○

189 ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ○

190 ﾕﾐｱｼｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ○ ○

191 ｶﾐｷﾘﾑｼ ｳｽﾊﾞｶﾐｷﾘ ○

192 ﾉｺｷﾞﾘｶﾐｷﾘ ○

193 ﾅｶﾞｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ ○

194 ｶﾞﾛｱｹｼｶﾐｷﾘ ○

195 ﾊﾑｼ ﾙﾘｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ ○

196 ｷｵﾋﾞｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ ○

夏季 秋季

任意
採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ

№ 目名 科名 種名

春季
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表 3-24(5) 昆虫類確認種一覧 

  

B-1 B-2 B-1 B-2 B-1 B-2

197 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｱｶｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ ○

198 ｾｽｼﾞｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ ○

199 ｲﾈｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ ○

200 ﾖﾂﾓﾝｸﾛﾂﾂﾊﾑｼ ○

201 ﾑｼｸｿﾊﾑｼ ○

202 ｱｵﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ ○

203 ﾋﾒｷﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ ○ ○

204 ﾑﾈｱｶｷﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ ○

205 ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ ○ ○

206 ｺｶﾞﾀﾙﾘﾊﾑｼ ○

207 ｷｸﾋﾞｱｵﾊﾑｼ ○

208 ｳﾘﾊﾑｼ ○ ○

209 ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ ○ ○

210 ﾆﾚﾊﾑｼ ○

211 ﾂﾌﾞﾉﾐﾊﾑｼ ○

212 ﾋﾒﾃﾝﾄｳﾉﾐﾊﾑｼ ○ ○

213 ｸﾛﾎﾞｼﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○ ○

214 ﾖﾓｷﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○ ○

215 ﾙﾘﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ ○

216 ﾅﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○

217 ｸﾛﾄｹﾞﾊﾑｼ ○

218 ｿﾞｳﾑｼ ﾄｹﾞｱｼｿﾞｳﾑｼ ○

219 ﾐﾄﾞﾘｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ ○

220 ｶｼﾜｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ ○ ○

221 ﾋﾚﾙｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ ○

222 ﾎｿﾋﾒｶﾀｿﾞｳﾑｼ ○

223 ｽｸﾞﾘｿﾞｳﾑｼ ○ ○

224 ｻﾋﾞﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ ○

225 ｸﾛｸﾁﾌﾞﾄｻﾙｿﾞｳﾑｼ ○

226 ｱｼﾅｶﾞｵﾆｿﾞｳﾑｼ ○

227 ﾊﾏﾍﾞｷｸｲｿﾞｳﾑｼ ○

228 ﾊﾁ ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ ﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾞﾁ ○

229 ﾊﾊﾞﾁ ｾｸﾞﾛｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ ○

230 ﾆﾎﾝｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ ○

231 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科の一種 ○

232 ﾋﾒﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種 ○ ○

233 ﾂﾁﾊﾞﾁ ｱｶｽｼﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○

234 ｷｵﾋﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○

235 ｵｵﾓﾝﾂﾁﾊﾞﾁ ○

236 ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○ ○

237 ｵｵﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○

238 ｷﾝｹﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○

239 ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ ○ ○ ○

240 ｲﾄｳｶｷﾞﾊﾞﾗｱﾘ ○

241 ﾃﾗﾆｼｼﾘｱｹﾞｱﾘ ○ ○ ○

242 ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ ○

243 ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ ○ ○ ○

244 ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ ○

245 ﾊﾘﾅｶﾞﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ ○ ○

246 ｸﾛﾅｶﾞｱﾘ ○

夏季 秋季

任意
採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ

№ 目名 科名 種名

春季
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表 3-24(6) 昆虫類確認種一覧 

  

B-1 B-2 B-1 B-2 B-1 B-2

247 ﾊﾁ ｱﾘ ﾋﾒｱﾘ ○

248 ｷｲﾛﾋﾒｱﾘ ○

249 ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○

250 ｱﾐﾒｱﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

251 ｳﾛｺｱﾘ ○ ○

252 ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ ○ ○

253 ｸﾛｵｵｱﾘ ○ ○ ○ ○

254 ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ ○ ○

255 ﾖﾂﾎﾞｼｵｵｱﾘ ○

256 ｸﾛﾔﾏｱﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

257 ｸﾛｸｻｱﾘ ○ ○

258 ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○

259 ｱﾒｲﾛｱﾘ ○ ○ ○

260 ｻｸﾗｱﾘ ○ ○

261 ｷﾞﾝｸﾞﾁﾊﾞﾁ ｷﾞﾝｸﾞﾁﾊﾞﾁ科の一種 ○

262 ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ｺﾄｹﾞｱｼﾍﾞｯｺｳ ○

263 ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ ｵｵﾌﾀｵﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ本土亜種 ○

264 ﾑﾓﾝﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ ○

265 ｽｽﾞﾊﾞﾁ ○ ○

266 ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ ○

267 ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ本土亜種 ○

268 ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○ ○ ○

269 ｷｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○ ○ ○

270 ﾋﾒｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○

271 ｱﾅﾊﾞﾁ ｺｸﾛｱﾅﾊﾞﾁ ○

272 ｻﾄｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ ○

ｱﾅﾊﾞﾁ科の一種 ●

273 ｺﾊﾅﾊﾞﾁ ｱｶｶﾞﾈｺﾊﾅﾊﾞﾁ ○ ○

274 Lasioglossum属の一種 ○

ｺﾊﾅﾊﾞﾁ科の一種 ●

275 ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ ｸﾛﾂﾔﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ ○

276 ﾊｷﾘﾊﾞﾁ ﾄﾓﾝﾊﾅﾊﾞﾁ ○

277 ｵｵﾊｷﾘﾊﾞﾁ ○

278 ﾔﾉﾄｶﾞﾘﾊﾅﾊﾞﾁ ○

279 ｸｽﾞﾊｷﾘﾊﾞﾁ ○

280 ﾐﾂﾊﾞﾁ ｸﾏﾊﾞﾁ ○ ○

281 ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ ○

282 ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ﾏﾀﾞﾗｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ○

283 ﾂﾘｱﾌﾞ ｸﾛﾊﾞﾈﾂﾘｱﾌﾞ ○

284 ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｱｵﾒｱﾌﾞ ○

285 ｼｵﾔｱﾌﾞ ○

286 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞｷﾝﾊﾞｴ ○

ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種 ○

287 ﾊﾅｱﾌﾞ ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○

288 ﾅﾐﾎｼﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○

289 ﾎｿﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○

290 ﾎｼﾂﾔﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○

291 ｼﾏﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○

292 ﾊｲｼﾞﾏﾊﾅｱﾌﾞ ○

293 ｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ ○

夏季 秋季

任意
採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ

№ 目名 科名 種名

春季
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表 3-24(7) 昆虫類確認種一覧 

  

B-1 B-2 B-1 B-2 B-1 B-2

294 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ Xylota属の一種 ○

ﾊﾅｱﾌﾞ科の一種 ●

295 ﾐﾊﾞｴ ﾐﾊﾞｴ科の一種 ○

296 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科の一種 ○ ○ ○

297 ﾌﾝｺﾊﾞｴ ﾌﾝｺﾊﾞｴ科の一種 ○

298 ｲｴﾊﾞｴ ｲｴﾊﾞｴ科の一種 ○

299 ｸﾛﾊﾞｴ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ ○

ｸﾛﾊﾞｴ科の一種 ● ○

ｸﾛﾊﾞｴ科の数種 ●

300 ﾆｸﾊﾞｴ ｾﾝﾁﾆｸﾊﾞｴ ○

ﾆｸﾊﾞｴ科の一種 ○ ○

301 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ ｱｶﾋｮｳﾀﾝﾊﾘﾊﾞｴ ○

ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 ○

302 ﾁｮｳ ﾏﾀﾞﾗｶﾞ ﾎﾀﾙｶﾞ ○

303 ﾂﾄｶﾞ ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ ○

304 ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ ○

305 ﾏﾒﾉﾒｲｶﾞ ○

306 ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ ○

307 ｱﾒﾘｶﾋﾟﾝｸﾉﾒｲｶﾞ ○

308 ﾍﾞﾆﾌｷﾉﾒｲｶﾞ ○

309 ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ日本本土亜種 ○

310 ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ ○ ○ ○

311 ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ ○

312 ｷｱｹﾞﾊ ○

313 ﾅｶﾞｻｷｱｹﾞﾊ ○ ○

314 ｸﾛｱｹﾞﾊ日本本土亜種 ○ ○

315 ｱｹﾞﾊ ○ ○ ○

316 ｼﾛﾁｮｳ ｷﾀｷﾁｮｳ ○ ○ ○

317 ﾓﾝｷﾁｮｳ ○

318 ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ ○ ○ ○

319 ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ ○ ○

320 ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ ○ ○

321 ﾑﾗｻｷﾂﾊﾞﾒ ○ ○

322 ﾑﾗｻｷｼｼﾞﾐ ○ ○

323 ﾙﾘｼｼﾞﾐ ○

324 ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ ○

325 ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ ○

326 ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ本土亜種 ○ ○ ○

327 ﾀﾃﾊﾁｮｳ ﾙﾘﾀﾃﾊ日本本土亜種 ○

328 ｷﾀﾃﾊ ○ ○

329 ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ ○ ○

330 ｺﾐｽｼﾞ ○ ○

331 ｱｶﾎﾞｼｺﾞﾏﾀﾞﾗ* ○ ○ ○

332 ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ ○

333 ﾋｶｹﾞﾁｮｳ ○

334 ｾｾﾘﾁｮｳ ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ○ ○

335 ｺﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ ○

336 ｼｬｸｶﾞ ｳｽﾐﾄﾞﾘﾅﾐｼｬｸ ○

337 ﾂﾏｼﾞﾛｴﾀﾞｼｬｸ ○ ○

338 ﾔﾏﾏﾕｶﾞ ｵｵﾐｽﾞｱｵ ○

夏季 秋季

任意
採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ

№ 目名 科名 種名

春季
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表 3-24(8) 昆虫類確認種一覧 

 

(2) 重要な種 

調査で確認された種について、表 2-2 に示す選定基準を基に抽出した結果、表 3-25 に示

す 3 目 4 科 4 種の重要な昆虫類が確認された。 

重要な昆虫類の概況を表 3-26 に、確認位置を図 3-6 に示す。 

 

表 3-25 重要な昆虫類一覧 

 

春季 夏季 秋季 ① ② ③ ④

1 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ﾎｿﾐｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○ B

2 ﾄﾝﾎﾞ ﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ ○ D

3 ﾊﾁ ﾊｷﾘﾊﾞﾁ ｸｽﾞﾊｷﾘﾊﾞﾁ ○ DD

4 ﾁｮｳ ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ ○ C

合計 3目 4科 4種 0種 2種 2種 0種 0種 1種 3種
注　1）種名及び配列は「日本産野生生物目録 無脊椎動物編Ⅱ」（1995年 環境庁）に準拠した。
　　2）選定基準は以下のとおり。

　　　①「文化財保護法」（1950年　法律第214号）
　　　②「絶滅の恐れのある野生動植物種の保存に関する法律」（1992年　法律第75号）
　　　③「日本の絶滅の恐れのある野生生物の種のリスト2020」（2020年　環境省）
　　　　　DD：情報不足
　　　④「千葉県レッドリスト　動物編（2019年版）」（2019年　千葉県）
　　　　　B：重要保護生物　C：要保護生物　　D：一般保護生物

調査時期 重要な種選定基準
№ 目名 科名 種名

B-1 B-2 B-1 B-2 B-1 B-2

339 ﾁｮｳ ｽｽﾞﾒｶﾞ ﾄﾋﾞｲﾛｽｽﾞﾒ ○

340 ﾎｼﾋﾒﾎｳｼﾞｬｸ ○

341 ｾｽｼﾞｽｽﾞﾒ ○

342 ｶﾉｺｶﾞ ｶﾉｺｶﾞ ○ ○

343 ﾔｶﾞ ｱﾔﾎｿｺﾔｶﾞ ○

344 ｵｵｳﾝﾓﾝｸﾁﾊﾞ ○

345 ﾅﾝｷｼﾏｱﾂﾊﾞ ○

346 ﾋﾒｸﾋﾞｸﾞﾛｸﾁﾊﾞ ○

347 ﾋﾒｴｸﾞﾘﾊﾞ ○

合計 12目 100科 347種 83種 6種 7種 187種 13種 13種 179種 9種 9種

注　1）種名及び配列は「日本産野生生物目録 無脊椎動物編Ⅱ」（1995年 環境庁）に準拠した。
　　2)「～の一種」「～の数種」は同項目に同じ科、属がある場合は集計しない。
　　　集計しない全体での種は№を空白に、項目別の種は「●」で示した。
　　3)№331のｱｶﾎﾞｼｺﾞﾏﾀﾞﾗ*は大陸系の外来種である。

夏季 秋季

任意
採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ 任意

採集

ベイト
トラップ

№ 目名 科名 種名

春季
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表 3-26 重要な昆虫類の確認状況等 

種 名 内 容 写 真 

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ 

一般生態 日本特産種で新潟県及び栃木県よ

り鹿児島県にいたる本州、四国、九州

に分布する。 

主に平地や丘陵地の挺水植物が繁

茂した池沼や湿地の滞水、水田などに

生息し、秋に羽化して越冬する個体群

（越冬型）と、初夏に羽化して秋まで

みられる個体群（夏型）がある。越冬

型は、羽化後水辺を離れて雑木林など

へ移動し、未成熟のままで冬を越す。 

 

確認状況 秋季調査時に旧法務省施設付近の

林縁部で 1個体を確認した。本種の生

息環境である水域は周辺にみられな

いこと、確認時期が秋季であることか

ら、確認個体も越冬のための移動個体

の可能性がある。 

選定基準 ④ B：重要保護生物 

チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ 

一般生態 本州、四国、九州に分布し、離島に

も産する。関東以北では少なく、東北

地方北部では産地が著しく限られる。 

主に平地や丘陵地の挺水植物の繁

茂する腐植栄養型の池沼や溝川に生

息し、しばしば海岸そばの汽水が入る

沼沢にも生息する。成虫は 6月上旬か

ら出現し、9月末までみられる。 

 

確認状況 夏季調査時に樹冠付近を飛翔する 1

個体を確認した。本種の生息環境は周

辺にみられないこと、羽化した個体は

繁殖地から離れて林に移動する習性

があることから、確認個体も移動個体

の可能性がある。 

選定基準 ④ D：一般保護生物 

ク
ズ
ハ
キ
リ
バ
チ 

一般生態 本州、九州、対馬、屋久島、種子島

に分布する。 

老木の洞や竹筒、カミキリの脱出坑

などに営巣するハキリバチ。育房の仕

切りにクズの葉を使う。ただし、花粉

はクズの花から採取するかどうかは

不明。成虫は雌が 8月から 9月、雄が

7月から 8月未に出現する。年 1化性。 

 

確認状況 夏季調査時に、旧法務省施設付近の

林縁部で 1個体を確認した。確認時の

林縁にはクズが繁茂していた。 

選定基準 ③ DD：情報不足 

注 1)  選定基準の丸数字は、表 2-2 に示す資料番号に基づく 
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表 3-26(2) 重要な昆虫類の確認状況等 

種 名 内 容 写 真 

ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ 

一般生態 北海道、本州、四国、九州、対馬に

分布する。 

樹上や樹冠を旋回して飛翔し、好ん

でクヌギやヤナギ類等の樹液に集ま

る。普通年 2～3回の発生で、5月から

6 月、7 月から 8 月、9 月から 10 月に

発生することが多い。幼虫の食樹はエ

ノキ。 

 

確認状況 秋季調査時に、旧法務省施設付近の

樹上や樹冠を旋回して飛翔する1個体

を確認した。 

選定基準 ④ C：要保護生物 

注 1)  選定基準の丸数字は、表 2-2 に示す資料番号に基づく 
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                           図 3-6 重要な昆虫類確認位置 

 

土地区画整理事業区域 


